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NetVault Backup Plug-in for MySQL    
－ はじめに 

• NetVault Backup Plug-in for MySQL ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup Plug-in for MySQL ：

概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for MySQL （Plug-in for MySQL） は、 複雑なスク リ プ ト を必要とせず、 複数

のMySQLス ト レージ ・ エンジンのバッ クア ッ プ と リ カバリ をひとつのジ ョ ブに統合し ます。 ［MySQL 
Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ン （MEBベース ・ バッ クア ッ プ方法） を使用する場合、 本プラグイ ンはバッ

クア ッ プ中のInnoDBテーブルに対するホ ッ ト ・ バッ クア ッ プをサポー ト し ます。 ［MySQL 
Standard/Community］ オプシ ョ ン （mysqldumpベース ・ バッ クア ッ プ方法） を使用する場合、 本プ ラグイ ン

は読み取り専用アクセスでデータ をオン ラ イ ンに保ちながら、 すべてのテーブルのウォーム ・ バッ クア ッ プをサ
ポー ト し ます。 また、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用する こ とによ り、 プラグイ ンはさ ら

に細かい リ ス ト アを実行する高度な特定時点 （PIT） リ ス ト ア機能を提供し ます。 この機能によ り正確な時点へ

のリ ス ト アが可能になるため、 データの損失を大幅に低減できます。

主な利点
• MySQL環境に対する安心感を高め、 リ スク を低減 ： Plug-in for MySQL には、 複雑なバッ クア ッ プ ・ スク

リ プ ト の作成は必要あり ません。 また、 多様な リ カバリ ・ シナ リ オに対応できる柔軟性を備えています。
ユーザーは、 MySQLに関する詳細な知識がな く ても、 コ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンがバッ クア ッ プ

中に失われないよ う にするバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装し た り、 バイナ リ ・ ログをパージする適切な
タ イ ミ ングを把握する こ とができます。 この知識はすべてプ ラグイ ンに組み込まれています。

Plug-in for MySQLには次のよ う な柔軟なバッ クア ッ プ機能が含まれています。

▪ データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分、 および差分バッ ク
ア ッ プを実行

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンに渡って共通のユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを採用

▪ テーブルやビ ュー ・ レベルまで保護

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンを単一のジ ョ ブに統合
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プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバリ作業を
おろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、 MySQLデータが保護さ

れている こ とが分かっているため、 IT管理者の安心感は高ま り ます。

• 高速な リ ス ト アによ り ダウン タ イムを短縮 ： リ ス ト ア対象、 リ ス ト ア元のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 、 また
該当する場合はリ ス ト アする時点または位置を選択するだけで、 プ ラグイ ンが自動的に リ ス ト アを実行
するため、 それ以上の操作は不要です。 また、 人的な操作への依存を低減する こ とによ って リ ス ト アを
高速化するだけでな く 、 再起動を必要とする複雑なスク リ プ ト の構文エラーの可能性も排除し ます。

このほか、 Plug-in for MySQLは以下のリ ス ト ア機能を備えています。

▪ 時間および位置に基づ く 特定時点のフルおよび増分リ ス ト ア

▪ イ ンス タ ンス全体、 個々のデータベース、 または個々のテーブルおよびビ ューのリ ス ト ア 

▪ リ ス ト ア中のデータベース名の変更

▪ 代替MySQLイ ンス タ ンスへのリ ス ト ア

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護でオフサイ ト ・ バッ クア ッ
プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス とNetVault Backupとの統合を有効に活用

し ます。 NetVault Backupでは、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とが

できます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） に保存できます。 また、 その

ジ ョ ブを複数のMySQLイ ンス タ ンスや、 その他の専用データベースで共有される物理テープ ・ ラ イブラ

リ、 または一般的なバッ クア ッ プ ・ フ ァ イル用の物理テープ ・ ラ イブ ラ リ にも複製できます。

• 高度なMySQLレプ リ ケーシ ョ ン技術のサポー ト  － 『MySQLリ フ ァ レンス ・ ガイ ド』 で詳し く 説明され

ているよ う に、 MySQLは、 1台のサーバーがマス タ と し て、 その他の1台以上のサーバーがスレーブ と し

て機能する、 一方向の非同期レプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ています。

単一マス タ ・ レプ リ ケーシ ョ ンでは、 マス タ ・ サーバーはそのバイナ リ ・ ログに更新を書き込み、 これ
らのフ ァ イルのイ ンデッ クスを管理し てログ ・ ローテーシ ョ ンを追跡し ます。 バイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イ
ルは、 スレーブ ・ サーバーに送信される更新の記録と し て機能し ます。 スレーブはマス タに接続する と、
スレーブが最後に正し く 更新を行った と きにど こ までログを読み取ったかをマス タに通知し ます。 ス
レーブは、 それ以降に行われた更新を受信し てブロ ッ ク し、 マス タが新たな更新を通知するまで待機し
ます。

Plug-in for MySQL は、 MySQL環境が保護され、 障害復旧に備えてオフサイ ト に保存されている とい う安

心感を提供し ます。 同時に、 管理者が24x7体制で待機する必要がな く な り ます。 経験が浅 く ても リ ス ト

アを開始できるため、 ダウン タ イムが短縮され、 ビジネス継続性が高ま り ます。

機能概要
• ク ラス タ対応のMySQLサーバー 5.6をベース と し たMySQL Cluster Network Database （NDB） 7.xのサ

ポー ト 。 この機能ではバッ クア ッ プにmysqldumpユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

• ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンでは、 以下の機能がサポー ト されます。

▪ フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ

▪ 差分バッ クア ッ プ

▪ 個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ

▪ InnoDB、 MyISAM、 MERGE （またはMRG_MyISAM）、 Memory/Heap、 Federated、 Berkeley DB
（BDB）、 Archive、 およびCSVス ト レージ ・ エンジンをサポー ト

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンに渡って共通のユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを採用

▪ 時間および位置に基づ く PITリ ス ト ア

▪ データ損傷の前および後へのPITリ ス ト ア

▪ 個々のテーブル、 データベース、 またはイ ンス タ ンス全体のリ ス ト ア
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▪ リ ス ト ア中にデータベース名を変更

▪ 代替イ ンス タ ンスへのリ ス ト ア

▪ MySQLレプ リ ケーシ ョ ンのスレーブおよびマス タ ・ イ ンス タ ンスのバッ クア ッ プをサポー ト

• ［MySQL Enterpriseバッ ク ア ッ プ］ オプシ ョ ンでは、 以下の機能がサポー ト されます。

▪ フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ

▪ InnoDB、 MyISAM、 MERGE （またはMRG_MyISAM）、 Archive、 およびCSVス ト レージ ・ エンジ

ン

▪ InnoDBテーブルのホ ッ ト ・ バッ クア ッ プ

▪ TTS （Transportable Tablespace） バッ クア ッ プ

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンに渡って共通のユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを採用

▪ 個々のテーブル、 データベース、 またはイ ンス タ ンス全体のリ ス ト ア

▪ TTSバッ クア ッ プのリ ス ト ア中に1テーブルの名前変更を実行

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ クWebUI

対象ユーザー
ルーチン的なバッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンの作成および実行にMySQLデータベース管理者の高度なスキルは

要求されませんが、 バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略を効率的に定義し た り、 高度な リ カバリ ・ シナ リ オを実行
する場合はこのスキルが要求されます。

参考資料
Questは、 本プラグイ ンの設定時および使用中に以下のド キュ メ ンテーシ ョ ンをすぐに利用できるよ う準備し て

お く こ と をお勧めし ます。

• 『MySQL <X>リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 （こ こで、 <X>は、 MySQLサーバーにイ ンス ト ールされた

MySQLバージ ョ ンを示し ます）。

▪ MySQL 5.7 ： http://dev.mysql.com/doc/refman/5.7/en/index.html

▪ MySQL 5.6 ： http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/index.html

▪ MySQL 5.5 ： http://dev.mysql.com/doc/refman/5.5/en/index.html

• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン ：

▪ QuestNetVault Backupイ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backupサーバー

およびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

▪ QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backupの使

用方法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

▪ QuestNetVault BackupCLIリ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ

テ ィ の詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documentsからダウンロー ド できます。
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プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• イ ンス ト ールの前提条件

• 推奨構成の確認

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの削除

• 特定MySQLイ ンス タ ンスの削除

イ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for MySQLのイ ンス ト ールにあた り、 MySQLサーバーと し て使用するマシンに以下のソ フ ト ウ ェ アがイ

ンス ト ールされ、 かつ正し く 設定されている こ と を確認し ます。

• NetVault Backupサーバーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア ： MySQLサーバーと し て構成されたマシ

ン上に、 少な く と も ク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンのNetVault Backupソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールする必要

があり ます。

• MySQLデータベース ・ ソ フ ト ウ ェ ア

• MySQLサーバーでバイナリ ・ ログを有効にする （ MySQL Standard/Communityオプシ ョ ンのみ） この

設定によ り、 MySQL Serverの特定時点 （PIT） バッ クア ッ プおよびリ ス ト アがサポー ト されます。 詳細

は、 「MySQLサーバーでのバイナ リ ・ ログの有効化 （MySQL Standard/Communityオプシ ョ ンのみ）」 を

参照し て く だ さい。

• 適切なバージ ョ ンのMySQLデータベース ・ ク ラ イアン ト ・ パッ ケージ ： プ ラグイ ンは、 MySQLク ラ イア

ン ト ・ パッ ケージ と と もにイ ンス ト ールし たコ ンポーネン ト と対話し、 プ ラグイ ンのよ り多 く の機能へ
のアクセスを可能にし ます。 このパッ ケージ と と もにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト のバージ ョ ン
は、 イ ンス ト ールされているMySQLのバージ ョ ン と互換性がある こ とが必要です。 まず、 以下の2つの

MySQLコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし、 そのバージ ョ ンを確認する必要があ り ます。

▪ mysqldump ： このユーテ ィ リ テ ィ は、 さ まざまな タ イプのMySQLス ト レージ ・ エンジンのバッ

クア ッ プ/リ ス ト アを可能にし ます。 このコ ンポーネン ト のバージ ョ ンが、 旧バージ ョ ンの

Plug-in for MySQLと と もに提供されたバージ ョ ンではな く 、 ご利用中のMySQLのバージ ョ ン と互

換性がある こ と を確認する必要があり ます。

▪ mysqlbinlog ： このユーテ ィ リ テ ィ は、 データのPITバッ ク ア ッ プおよびリ ス ト アを可能にし ま

す。 このコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされているMySQLバージ ョ ン と併用できる適切なバー

ジ ョ ンであるかを確認する必要があり ます。

• ［MySQL Enterpriseバッ ク ア ッ プ］ ： ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ン （MEBベース ・ バッ

クア ッ プ方法） をス タ ン ド アロン （非ク ラス タ化） 環境で使用する場合、 ご使用の環境が以下の要件を
満たす必要があり ます。

▪ Windows、 Linux、 およびUNIX環境において、 MySQLサーバーのバージ ョ ンが5.6または5.7であ

る こ と。

▪ MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ製品のバージ ョ ン3.12または4.0がイ ンス ト ールされている こ と。

Commercial Editionを選択し た状態のMySQL Enterprise EditionでMySQL Enterpriseバッ クア ッ プ
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が利用可能である こ と。 イ ンス ト ール手順についての詳細は、 MySQL Enterprise Edition製品の利

用可能な ド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

▫ MySQL 5.6のMEBオプシ ョ ンのバージ ョ ン3.12は、 Windows Server 2008 R2、 Windows 
Server 2012 R2、 Windows Server 2016、 およびRed Hat Enterprise Linux （RHEL） 7.xで

使用できます。

▫ MySQL 5.7のMEBオプシ ョ ンのバージ ョ ン4.0は、 Windows Server 2008 R2、 Windows 
2012 R2、 Windows Server 2016、 およびRHEL 6.xと7.xで使用できます。

MySQLサーバーでのバイナ リ ・ ログの有効化

（MySQL Standard/Communityオプシ ョ ンのみ）
［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用し た特定時点バッ クア ッ プ/リ ス ト アのサポー ト を構成する

前に、 MySQLのバイナ リ ・ ログを有効にする必要があ り ます。

LinuxまたはUNIXベースのMySQLサーバーにおけるログ ・ オ

ンの有効化
1 MySQLイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ にアクセス し、 my.cnfとい う名前のMySQL構成フ ァ イルを特定し ま

す。

このフ ァ イルの名前と位置は、 ご使用のMySQL構成によ って異な り ます。 詳し く は、 MySQLド キュ メ ン

テーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

2 テキス ト ・ エデ ィ タ を使用し てフ ァ イルを開き、 [mysqld]セクシ ョ ンに移動し ます。

3 デフ ォル ト MySQLデ ィ レ ク ト リ を使用し てMySQLバイナリ ・ ログを有効にするには、 以下のエン ト リ を

追加し ます。

log-bin

4 変更を有効化するには、 MySQLサーバーを再起動し ます。

WindowsベースのMySQLサーバーにおけるログ ・ オンの有効

化
1 MySQL Administratorアプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます （詳し く は関連するMySQL ド キュ メ ンテーシ ョ ン

を参照し て く だ さい）。

重要 ： Windows Server 2008 R2またはWindows Server 2016を使用する場合は、 Windows 
Computer Managementを使用し て、 管理者グループのローカル ・ アカウン ト と メ ンバーを

マシンのローカル管理者グループに追加し ます。 
 
RHEL 6.xを使用する場合、 実行する前にラ イブ ラ リが最新である こ と を確認し ます。

重要 ： バイナ リ ・ ログを有効にするには、 以下の構文を使用し てmy.cnfフ ァ イルに追加し た 「log-
bin」 エン ト リ を設定する こ とができます。 

 
log-bin=<NameOfDestinationFile>
 
バイナリ ・ ログの格納先フ ァ イル名を指定する場合、 フ ァ イルへのフル ・ パス情報やフ ァ イルの拡
張子は含めず、 フ ァ イルそのものの名前だけを指定するよ う 注意し て く だ さい。 プ ラグイ ンのイ ン
ス ト ールを実行する前に、 上記の手順と共にバイナ リ ・ ログの有効化の詳細について 『MySQLリ

フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい。
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2 ［MySQL Administrator］ ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンで、 ［Startup Variables］ を ク リ ッ ク し ます。

3 右ペイ ンで、 ［ログ ・ フ ァ イル］ タ ブを選択し ます。

4 ［Binary Logfile Name］ に、 バイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルの名前と し て一意の値を入力するか、 デフ ォル

ト 値であるlog-binを使用するためにフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ます。

5 MySQL Administratorアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ます。

6 変更を有効化するには、 MySQLサーバーを再起動し ます。

推奨構成の確認
1つのマシンをNetVault BackupサーバーおよびMySQLサーバーの両方と し て設定する （つま り、 すべてのソ フ

ト ウ ェ アのイ ンス ト ールおよび設定を1つのマシンで実行する） こ とはできますが、 Questではこれらのエン

テ ィ テ ィ を別々のマシンで実行する こ と をお勧めし ます。

重要 ： MySQL Administratorを イ ンス ト ールし ていない場合、 LinuxまたはUNIXシステムで設定フ ァ

イルを更新し てから、 MySQLサービスを停止、 再び起動し てバイナ リ ・ ログを有効にし ます。

重要 ： バイナ リ ・ ログの格納先フ ァ イル名を指定する場合、 フ ァ イルへのフル ・ パス情報やフ ァ イ
ルの拡張子は含めず、 フ ァ イルそのものの名前だけを指定するよ う 注意し て く だ さい。 プ ラグイ ン
のイ ンス ト ールを実行する前に、 上記の手順と共にバイナ リ ・ ログの有効化の詳細について
『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く ださい。

表1. 推奨構成

MySQLサーバー ・ マシン NetVault Backupサーバー ・ マシン

イ ンス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ アおよび構成 イ ンス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ アおよび構成

• MySQLデータベース ・ ソ フ ト ウ ェ ア （バー

ジ ョ ン5.5以降）

• NetVault Backupサーバーおよびク ラ イアン

ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア

• Plug-in for MySQL

• バイナリ ・ ログを有効にする （MySQL 
Standard/Communityオプシ ョ ンのみ）

• mysqldump/mysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ ： イ

ンス ト ールされているMySQLのバージ ョ ン と

の互換性が必要

• mysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ ： ［MySQL 
Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのみ

• NetVault Backupサーバー ・ ソ フ ト ウ ェ ア

• NetVault Backupク ラ イアン ト と し て追加され

たMySQLサーバー ： ク ラ イアン ト ・ マシンを

NetVault Backupサーバーへ追加する手順につ

いて詳し く は、 『Quest NetVault Backupア ド ミ

ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さ
い。

重要 ： 本書の例の画像および手順では、 この2台のマシン環境を使用し て、 前提条件をすべて満た し ている

こ と を前提と し ています。

ネ ッ ト ワーク接続
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プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド

1 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

c 次のページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し ます。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なマシンを選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

c ［ク ラ イアン ト 表示］ ページで、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの.npkイ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所 （イ

ンス ト ール用CDや、 Webサイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ます。

イ ンス ト ールCDでは、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 フ ァ イルmys-x-x-x-x-x.npk （こ こで、 xxxxxは、 バージ ョ ン番号と プ ラ ッ ト フ ォームを示し ます） を選

択し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 [プ ラグイ ンのイ ンス ト ール]を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for MySQL］ を

選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト のOSと プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を1つのみ選択できます。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除
11



特定MySQLイ ンス タ ンスの削除
MySQLイ ンス タ ンスが正常に構成され、 プラグイ ンに追加されたら、 これを削除する こ と も可能です。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 Plug-in for MySQLを開きます。

4 該当のイ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［サーバーを削除］ を選択し ます。

ただ し、 このコマン ド を使用し ても確認用ダイアログ ・ ボ ッ クスは特に表示されない点に注意し て く だ
さい。

重要 ： この手順を実行する際は、 注意が必要です。 ただ し、 「プ ラグイ ンの設定」 で説明する手順に従っ
て、 イ ンス タ ンスを再追加する こ と も可能です。
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3

プ ラグイ ンの設定

• デフ ォル ト 設定の構成

• エラー条件のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンの設定 （オプシ ョ ン）

デフ ォル ト 設定の構成
Plug-in for MySQL は、 単一のMySQLサーバーの複数のMySQLイ ンス タ ンスに対応し ます。 各イ ンス タ ンスは、

用途に応じ て個別に設定する必要があり ます。 使用可能な設定オプシ ョ ンは、 MySQLサーバーで使用されてい

るOS、 および ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンまたは ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプ

シ ョ ンを使用するかど うかによ って異な り ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for MySQL］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［新規サーバーの追加］ を選択し

ます。

4 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 利用可能なフ ィ ールド を記入し ます。

▪ ［MySQLイ ンス タ ンス名］ （必須） ： MySQLイ ンス タ ンスにつける名前を入力し ます （デフ ォル ト

値と し て、 ローカル ・ ホス ト 名が使用されます）。 こ こで入力し た値は、 NetVault BackupWebUI
で使用されます。 Questではク ラス タの名前にはク ラス タが存在するマシンに関連する名前ではな

く 、 一般的な名前を付ける こ と を強 く 推奨し ています。 一般的な名前を付ける こ と で、 影響を受
ける全ク ラ イアン ト に対するポリ シーの管理と移植性が向上し ます。

た と えば、 ローカルホス ト 名がtest_mysql_01_machineで、 MySQLイ ンス タ ンスの推奨名が同

じ場合は、 イ ンス タ ンス名をlocal_mysql_serverに変更し ます。 これによ り、 各ク ラ イアン ト に

対し てイ ンス タ ンスを設定する際、 local_mysql_serverのイ ンス タ ンス名を使用できます。 し た

がって、 すべてのク ラ イアン ト のイ ンス タ ンス名がlocal_mysql_serverにな り ます。

▪ ［MySQLエデ ィ シ ョ ン］ （必須） ： 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。 ［MySQL 
Standard/Community］ または ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］。 使用するバージ ョ ンによ り、

このダイアログ ・ ボ ッ クスで変更可能なオプシ ョ ンは異な り ます。

▪ ［ユーザー名］ および ［パスワー ド］ （必須） ユーザー名とパスワー ド を入力し ます。 MySQLイ ン

ス タ ンスのデータベース内でバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのターゲッ ト と なるテーブルの読み取
り /書き込み権限を持つアカウン ト （例 ： 管理者権限を持つアカウン ト ） を使用し ます。

重要 ： NetVault Backupは、 選択されたイ ンス タ ンスのMySQLデータベースにアクセスする

たびに、 ［ユーザー名］ および ［パスワー ド］ の値を参照し ます （バッ クア ッ プ時およびリ
ス ト ア時の両方）。 MySQLイ ンス タ ンスでこれらの一方の値が変更された場合、 これらの

フ ィ ールド で最新の値に更新する必要があ り ます。 更新し ない場合、 NetVault Backupでイ

ンス タ ンスにアクセスできな く な り、 ジ ョ ブ要求が適切に実行されません。
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▪ ［MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ］ （必須） ： MySQLイ ンス ト ール ・ ベース ・ デ ィ レ ク ト リ （MySQL
プログラム ・ フ ァ イルが保存されているベース ・ デ ィ レ ク ト リ） のフル ・ パスを入力し ます。

▫ WindowsベースのMySQLサーバー ： MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リは、 Windowsレジス ト

リ で 「Location」 値を照会する と見つかり ます。

▫ Linux/UNIXベースのMySQLサーバー ： MySQLをデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールし た場合、

MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リは以下の場所にな り ます。

"/var/lib/mysql"

▪ ［MySQL Binデ ィ レ ク ト リ］ ： MySQLの実行可能フ ァ イルが保存されている、 MySQLサーバー上

のデ ィ レ ク ト リのフル ・ パスを入力し ます。 デフ ォル ト ・ イ ンス ト ールし た場合、 MySQLベー

ス ・ デ ィ レ ク ト リは以下の場所にな り ます。

▫ Linux/UNIXベースのMySQLサーバー ：

"<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>/bin"

▫ WindowsベースのMySQLサーバー ：

"<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>\bin"

▪ ［Mysqldumpパス］ ： バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ プロセスで使用されるmysqldumpユーテ ィ

リ テ ィ のフル ・ パス と フ ァ イル名を入力し ます。 ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスに対し てMySQLのデ

フ ォル ト ・ イ ンス ト ールを実行し ている場合は、 MySQLサーバー上で使用されているOSに基づ

いたフ ァ イルへの正しいパスがデフ ォル ト 値と し てこのフ ィ ールド に表示されています。

▫ Linux/UNIXベースのMySQLサーバー ：

"<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>/bin/mysqldump"

▫ WindowsベースのMySQLサーバー ：

"<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>\bin\mysqldump"

▪ ［TCPポー ト ］ （WindowsベースのMySQLサーバーのみ） ： 正し く アクセスするために、 MySQLの

各イ ンス タ ンスに独自のポー ト 値を指定し ます。 MySQLのデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールではポー ト

3306を使用するため、 この値がデフ ォル ト で表示されます。 選択し たイ ンス タ ンスに対し て別の

ポー ト を設定し た場合は、 適切な値を必ず入力する必要があ り ます。

▪ ［ソケ ッ ト ・ フ ァ イル ・ パス］ （Linux/UNIXベースのMySQLサーバーのみ） ： MySQLソケ ッ ト ・

フ ァ イルのパス と フ ァ イル名を入力し ます。 MySQLのデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールを実行し た場合

は、 正しいパスがデフ ォル ト 値と し てこのフ ィ ールド に表示されます。 MySQLをデフ ォル ト ・ イ

ンス ト ールし た場合、 ソケ ッ ト ・ フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

"/tmp/mysql.sock"

メ モ ： mysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ のデフ ォル ト のパスは、 環境および場所を カス タ マイ

ズし たかど うかによ って異な り ます。 た と えば、 Ubuntu 14 debパッ ケージの場合、 ユー

テ ィ リ テ ィ は/usr/bin/mysqlbackupにデフ ォル ト でイ ンス ト ールされます。

重要 ： ［MySQL Binデ ィ レ ク ト リ］ または ［Mysqldumpパス］ が上記のデフ ォル ト 値に設定

されている場合、 このフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ても構いません。

重要 ： 1台のMySQLサーバーに複数のイ ンス タ ンスが存在する場合、 それぞれに独自のポー

ト 値が割り当てられるため、 この値を ［ポー ト 番号］ フ ィ ールド に入力する必要があ り ま
す。 この値は、 各イ ンス タ ンスのmy.iniフ ァ イルで 「port=」 に表示される値と同じ です。
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▪ ［デフ ォル ト 文字セ ッ ト ］ ： デフ ォル ト 文字セ ッ ト には、 latin1が設定されています。 エン コーデ ィ

ングに異なる文字セ ッ ト （UTF-8など） を設定し たい場合は、 リ ス ト から選択し ます。

5 ［MySQL Standard/Community］ を使用し ている場合は、 以下のフ ィ ールド を記入し ます。

▪ ［MyISAMバッ ク ア ッ プ方法］ ： ご使用の環境においてMyISAMス ト レージ ・ エンジンまたはテーブ

ル ・ タ イプが使用されている場合、 利用可能なサブオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク&コ ピー］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを使用し て

テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク、 フ ラ ッ シュ、 およびコ ピーについて標準バッ クア ッ プ方法
を使用する こ とができます。

▫ ［Mysqldump］ ： テーブルを多用または頻繁にロー ド する場合、 テーブルを コ ピーする代

わり にこのオプシ ョ ンを選択し てMysqldumpユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。 この設定は

パフ ォーマンスに影響する場合があ り ます。

▪ ［MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを可能にする］ ： このイ ンス タ ンスに対し てネイテ ィ ブのMySQLレプ

リ ケーシ ョ ンを有効化するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 詳細は、 「MySQLレプ

リ ケーシ ョ ンの使用」 を参照し て く だ さい。

▫ ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを有効にし たイ ンス タ ンスについ

て、 そのイ ンス タ ンスをスレーブ ・ イ ンス タ ンス と し て設定する場合に選択し ます。

▫ ［マス タ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを有効にし たイ ンス タ ンスについて、

そのイ ンス タ ンスをマス タ ・ イ ンス タ ンス と し て設定する場合に選択し ます。

重要 ： MySQLの標準イ ンス ト ールをMySQLサーバーで実行し た場合 （デフ ォル ト のイ ンス

ト ール先デ ィ レ ク ト リ を使用し た場合） は、 ［ソケ ッ ト ・ フ ァ イル ・ パス］ にはデフ ォル ト
のパスをそのまま使用し ます。 ただ し、 MySQLのイ ンス ト ール時にデフ ォル ト 以外のデ ィ

レ ク ト リ を指定し た場合は、 ソケ ッ ト ・ フ ァ イルの正しい場所を このフ ィ ールド に入力し ま
す。 このパスを特定するには、 MySQLサーバーのター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンのプロンプ ト で

次のコマン ド を実行し ます。 
 
“ show variables like ‘socket’ ”
 
［ソケ ッ ト ・ フ ァ イル ・ パス］ に正しい値を入力し ていないと、 本プ ラグイ ンが正常に機能
せず、 バッ クア ッ プ/リ ス ト アを実行する こ とができません。

ヒ ン ト ： プ ラグイ ンはInnoDBテーブルにはMySQLの 「--single-transaction」 オプシ ョ ンを

使用し ます。 ただ し、 MyISAMでは、 このオプシ ョ ンに対応し ていません。 このオプシ ョ ン

は、 InnoDBなどの ト ラ ンザクシ ョ ンテーブルで使用する場合に便利ですが、 MyISAMなど、

他のタ イプのテーブルでは使用できません。 プ ラグイ ンがフル ・ バッ クア ッ プを完了する
と、 MySQLの対象イ ンス タ ンス内のすべてのテーブル ・ タ イプで整合性のある状態を必要

と し ます。 また、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブはmyqldumpをバッ ク ア ッ プ される各テーブルに実

行し ます。 つま り、 すべてのテーブルが同時にバッ クア ッ プ されるわけではあ り ません。 こ
のバッ クア ッ プ方法では、 完全なMySQLイ ンス タ ンスを リ ス ト アするのではな く 、 特定の

データベース ・ オブジ ェ ク ト を選択し て リ ス ト アできます （必要な場合）。 
 
オン ラ イ ンでの実施を必要とする場合は （更新を防ぐためにテーブルがロ ッ ク されない）、
MySQLレプ リ ケーシ ョ ン環境の使用を検討し て く ださい。 この環境では、 データベース

ユーザはテーブルがロ ッ ク される こ とのないマス タのMySQL Serverと通信する こ とにな り

ます。 バッ クア ッ プはスレーブのMySQL Serverから取得されます。 バッ クア ッ プ処理中、

マス タ ・ サーバーからのレプ リ ケーシ ョ ン更新はバッ クア ッ プが終了するまで一時停止され
ます。 プ ラグイ ンをレプ リ ケーシ ョ ン設定で使用する方法については、 「MySQLレプ リ ケー

シ ョ ンの使用」 を参照し て く だ さい。

重要 ： レプ リ ケーシ ョ ンの設定を目的と し ない場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ないよ う注
意し て く だ さい。 バッ クア ッ プが失敗し ます。
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▪ ［特定時点リ カバリ を可能にする］ ： 特定時点バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを有効化し た場合、 こ
のチ ェ ッ ク･ボ ッ クスを選択し ます。 この機能を使用する と、 データ損傷の前または後、 あるいは
その両方の特定時点へのリ カバリが可能にな り ます。 この機能を使用する場合は、 MySQLバイナ

リ ・ ログを有効化し ます。 詳し く は、 「MySQLサーバーでのバイナ リ ・ ログの有効化 （MySQL 
Standard/Communityオプシ ョ ンのみ）」 を参照し て く だ さい。

▪ ［バイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［特定時点リ カバリ を可能にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クス
を選択し た場合、 このフ ィ ールド を使用し てバイナ リ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフ
ル ・ パスを指定し ます。 MySQLをデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールし た場合、 このフ ァ イルは以下の場

所にあり ます。

▫ Linux/UNIXベースのMySQLサーバー ：

<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>/data/<イ ンス タ ンス名>-bin.index

▫ WindowsベースのMySQLサーバー ：

<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>\data\<イ ンス タ ンス名>-bin.index

▪ ［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ を設定中の場合、 このフ ィ ー
ルド を利用し て リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを入力し、 バッ クア ッ プ
に含めます。

▫ Linux/UNIXベースのMySQLサーバー ：

<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>/data/<イ ンス タ ンス名>-relay-bin.index

▫ WindowsベースのMySQLサーバー ：

<MySQLベース ・ デ ィ レ ク ト リ>\data\<イ ンス タ ンス名>-relay-bin.index

6 ［MySQL Enterpriseバッ ク ア ッ プ］ を使用し ている場合は、 必須の ［Mysqlbackup Path］ フ ィ ールド

に、 mysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ が存在し ているデ ィ レ ク ト リへの完全パスを入力し ます。

Linux環境の場合、 Questではmysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ を実行するのではな く 、 NetVault Backupスク

リ プ ト 、 .shフ ァ イルの使用を推奨し ています。

た と えば、 Linuxを使用し ている場合、 .shフ ァ イルへのデフ ォル ト のパスには次のフ ァ イルが含まれま

す。

▪ MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ3.12の場合 ： /usr/netvault/plugins/mysql/mysqlbackup-3.12.sh

▪ MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ4.0の場合 ： /usr/netvault/plugins/mysql/mysqlbackup-4.0.sh

 Windows環境の場合はmysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ を使用できます。 設定を保存するには、 ［OK］ を ク

リ ッ ク し ます。

重要 ： 本プ ラグイ ンは、 ［バイナ リ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ に指定されたフ ァ イルが
存在するかど うかを設定中に判断し ます。 ただ し、 指定されたフ ァ イルが実際にバイナ リ ・
ログ ・ イ ンデッ クスかど うかは、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを開始するまで判断できません。 指
定されたフ ァ イル名が有効なバイナ リ ・ ログ ・ イ ンデッ クスではないこ とが判明し た場合、
ジ ョ ブは適切に実行されないこ とに注意し て く だ さい。

メ モ ： .shフ ァ イルではな く 、 ユーテ ィ リ テ ィ を使用する場合は、 mysqlbackupユーテ ィ リ

テ ィ のデフ ォル ト ・ パスが環境および場所を カス タ マイズし たかど うかによ って異なる点に
留意し て く だ さい。 た と えば、 Ubuntu 14 debパッ ケージの場合、 ユーテ ィ リ テ ィ は

/usr/bin/mysqlbackupにデフ ォル ト でイ ンス ト ールされます。
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既存イ ンス タ ンス設定の更新
MySQLのイ ンス タ ンスを正し く 設定し、 プラグイ ンに追加し たら、 以下の手順に従って設定オプシ ョ ンを編集

する こ とができます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 Plug-in for MySQLノ ー ド を開きます。

4 該当する イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに以前のすべての設定が表示されます。 必要に応じ てこれら を修正する こ
とができます。

エラー条件のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンの
設定 （オプシ ョ ン）
通常、 MySQLバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブでは、 複数のス ト レージ ・ エンジン、 データベース、 テーブルが使用され

ます。 場合によ っては、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行中に、 サポー ト されていないス ト レージ ・ エンジンが検出
された りデータベース/テーブルにアクセスできないこ とがあり ます。 この場合、 一部のアイテムが正し く バッ

クア ッ プ されない一方で、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで選択された残りのアイテムについては問題な く バッ クア ッ プ
されます。 MySQLデータベース管理者は、 このよ う な状況が発生し たと きにどのよ う なアクシ ョ ンを実行する

かを決定する必要があり ます。

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを警告付きで完了するか、 警告な し で完了するか、 または失敗とするか

• 正し く 完了し なかったアイテムのバッ クア ッ プを保持するか、 削除するか

プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオ
プシ ョ ンは、 ジ ョ ブご とに上書きできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 利用可能な ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 設定］ を選択し た場合は、 適切なク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［NetVaultサーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ ページで、 ［プラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ

ク し ます。

重要 ： ［設定］ ウ ィ ン ド ウの編集画面では、 ［MySQLイ ンス タ ンス名］ フ ィ ールドは無効にな り ま

す。 これは情報を表示する目的のみのフ ィ ールド であ り、 現在選択されているMySQLイ ンス タ ンス

名が表示されます。
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［Plug-in for MySQL］ セクシ ョ ンには、 以下の項目が記載されています。

▪ ［ロ ッ ク されたテーブル］ ： この条件は、 バッ クア ッ プの対象と し て選択されているテーブルがプ
ラグイ ン以外のク ラ イアン ト ・ セ ッ シ ョ ンによ ってロ ッ ク されているために、 バッ クア ッ プでき
ない場合に満た されます。

▪ ［手動で選択されたテーブルが使用不能］ ： この条件は、 個々のテーブルを、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ
ブの定義以降に削除されたなど何らかの理由でバッ クア ッ プできない場合に満た されます。

▪ ［手動で選択されたデータベースが使用不能］ ： この条件は、 個々のデータベースを、 バッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブの定義以降に削除されたなど何らかの理由でバッ クア ッ プできない場合に満た されま
す。

▪ ［サポー ト されていないス ト レージ ・ エンジン］ ： この条件は、 バッ クア ッ プ中に、 プ ラグイ ンで
サポー ト されていないス ト レージ ・ エンジン ・ タ イプのテーブルが検出された場合に満た されま
す。

5 これらの各オプシ ョ ンに対し、 以下の4つの設定からいずれかを選択できます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい う

ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が
作成されます。

▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーはNetVault Backupバイナ リ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も削除されます。

6 設定を保存するには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 ： 個別のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ レベルで選択し たデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを選択し て上書き
する こ とが可能です。
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4

データのバッ クア ッ プ

• データのバッ クア ッ プ ： 概要

• バッ クア ッ プの実行

データのバッ クア ッ プ ： 概要
バッ クア ッ プを完了する前に、 以下の ト ピ ッ クの情報を確認し ます。

• MySQL Standard/Communityに関する重要注意事項

• MySQL Enterpriseバッ クア ッ プに関する重要注意事項

• バッ クア ッ プ戦略の策定

MySQL Standard/Communityに関する重要注意事項

MySQL Standard/Communityオプシ ョ ンを使用する予定の場合は、 以下のガイ ド ラ イ ン と詳細を確認し て く だ

さい。

• 半角英数字およびアンダースコアを除 く その他すべての文字は、 特殊文字と し て扱われます。

• MIXEDバイナ リ ・ ログ形式の使用

半角英数字およびアンダース コアを除 く その他すべての文字は、 特殊文字と し て扱
われます。

ハイ フ ンなどの特殊文字を含むデータベースが環境内に存在する場合、 以下の制限事項に注意する必要があ り ま
す。

• データベース名にハイ フ ンが含まれていても、 MyISAMを除 く すべてのテーブル ・ タ イプがバッ クア ッ プ

されます。 これらのバッ クア ッ プは、 mysqldumpコ マン ドが常に上記のテーブル ・ タ イプに使用される

ためです。

• データベース名にハイ フ ンが含まれる と、 MyISAMバッ クア ッ プ方法がバージ ョ ン4.2で導入された

Mysqldumpオプシ ョ ンに設定されている場合、 MyISAMテーブルがバッ クア ッ プ されます。 この場合、

バッ クア ッ プおよびリ ス ト アのパフ ォーマンスにマイナス と なる影響を及ぼす場合があ り ます。

• MyISAMバッ クア ッ プ方法にデフ ォル ト の ［テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク&コ ピー］ オプシ ョ ンを使用

し、 データベース名にハイ フ ンが使用されている と、 MyISAMテーブルはバッ クア ッ プ されません。 これ

は、 本プ ラグイ ンがMySQLコマン ド を迂回し、 直接テーブル ・ フ ァ イルのコ ピーを試行するためです。

重要 ： Questでは、 データベース名での特殊文字の使用は避ける こ と を強 く 勧告し ます。 データベース名

に次のいずれかの文字が含まれている場合、 プラグイ ンはそのデータベースのリ ス ト アを行えません。 $ ^ 
= @ # % +
 
バッ クア ッ プ ・ データは、 MySQL ServerからNetVault BackupMedia Managerに直接ス ト リー ミ ングされ

るため、 上記の文字を使用する と シーケンス ・ コマン ド と解釈され、 バッ クア ッ プ ・ データの整合性に影
響し ます。
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本プ ラグイ ンは、 テーブル ・ フ ァ イルが特定できないこ と を示すエラー ・ メ ッ セージを出力し、 バッ ク
ア ッ プ ・ ジ ョ ブがセーブセ ッ ト を作成する こ と な く 失敗し ます。

以前のバージ ョ ンでは、 本プ ラグイ ンはデータベース ・ デ ィ レ ク ト リが存在するか検証を試み、 失敗す
る と警告メ ッ セージを出力し てから次のデータベースのバッ クア ッ プを継続し ていま し た。 この場合、
バッ クア ッ プは警告付きで完了し、 その他すべてのデータベースを含むセーブセ ッ ト を作成し ます。

Mysqldumpオプシ ョ ンを使用し たがパフ ォーマンスが最適でないなど、 何らかの理由でオ リ ジナルの動

作を維持し て ［テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク&コ ピー］ オプシ ョ ンを使用する場合、 本プ ラグイ ン設定

フ ァ イル 「nvmysql.cfg」 のValidateDatabaseDirectoryパラ メ ータ を以下のよ う に手動で 「TRUE」 に設

定する こ とができます。

[MySql:ValidateDatabaseDirectory]
Value=TRUE

その後、 新規動作を適用し よ う と決めた場合、 「nvmysql.cfg」 フ ァ イルでこのパラ メ ータ を 「FALSE」

に変更するか削除する こ とができます。

• データベースまたはデータベース ・ オブジ ェ ク ト （テーブルやビ ューなど） を作成するためのSQLス

テー ト メ ン ト が含まれる増分または差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 該当するデータベースまたは
データベース ・ オブジ ェ ク ト が存在する場合に失敗し ます。 この問題を解決するには、 1つまたは複数の

データベースまたはデータベース ・ オブジ ェ ク ト を作成または削除し た後にフル ・ バッ クア ッ プを実行
し ます。 この手順によ り、 後続の増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プにCREATEまたはDROP 
SQLステー ト メ ン ト が含まれな く な り ます。

MIXEDバイナ リ ・ ログ形式の使用

MIXEDバイナ リ ・ ログ形式を使用する場合、 MySQLではUSEステー ト メ ン ト の使用を強制し ません。 し たがっ

て、 Questではデータベースを使用する全ユーザーおよびプログラムによ って変更が加えられるテーブルは必ず

USEで選択し たデータベース内に配置し、 データベースを横断する更新は実行し ないこ と を推奨し ます。 このガ

イ ド ラ イ ンが環境に適さ ない場合は、 QuestではMIXEDのバイナ リ ・ ログ形式を使用し ないこ と を推奨し ていま

す。

MIXEDバイナ リ ・ ログ形式を使用し ている環境では、 PITリ カバリ中、 バイナ リ ・ ログのエン ト リが再生されな

いこ とがあり ます。 リ カバリ中、 プラグイ ンはmysqlbinlogに 「- -database」 オプシ ョ ンを付けて使用し、 リ ス

ト ア ・ ジ ョ ブに選択し たデータベースに関連するエン ト リのみを再生し ます。 「--database」 が使用されていな

い場合は、 すべてのエン ト リが再生され、 すべてのデータベースに影響し ます。 MIXEDバイナ リ ・ ログ形式を使

用する場合、 「--database」 オプシ ョ ンを付けたmysqlbinlogで一部またはすべてのエン ト リが再生されない動

作を見せる場合があり ます。 詳し く は、
https://dev.mysql.com/doc/refman/5.7/en/mysqlbinlog.html#option_mysqlbinlog_databaseを参照し て く だ さい。

MIXEDバイナ リ ・ ログ形式が 「--database」 オプシ ョ ンを使用し て正常に動作するには、 データベースに対する

特定の更新の ト ラ ンザクシ ョ ンが発行される際、 そのデータベースがUSEステー ト メ ン ト で選択されていなけれ

ばな り ません。

増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プがリ ス ト ア されず、 mysqlbinlogがMySQL Serverの現在のバイナ

リ ・ ログに適用される と、 同じ状況が発生し ます。 このよ う な状況は、 バイナ リ ・ ログの出力動作が原因で発生
し ます。 バッ クア ッ プへのバイナリ ・ ログの格納方法がその原因ではあ り ません。

MIXEDがリ カバリ動作に与える影響について、 以下にい く つか示し ます。

• 例1 ： この例では、 データの行がmy_databaseのmy_tableに挿入されます。 USEステー ト メ ン ト はあ り

ません。 このため、 使用中のデータベースがデフ ォル ト のデータベースにな り ます （mysqlデータベース

重要 ： MIXEDバイナ リ ・ ログ形式を使用する と、 増分バッ クア ッ プおよび差分バッ クア ッ プのジ ョ ブは警

告を発し て終了し ます。

重要 ： MySQLコマン ド ・ プロンプ ト で生成される ト ラ ンザクシ ョ ンに対し ても、 変更を加えるテーブルが

必ずUSEステー ト メ ン ト で指定されているデータベースに属し ている こ と を確認し て く だ さい。 また、 ス

ク リ プ ト 、 プログラム、 およびMySQL Serverのデータベースを利用する他のアプ リ ケーシ ョ ンで生成され

る ト ラ ンザクシ ョ ンに対し ても同様に適用し て く だ さい。
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など）。 binlog_formatをMIXEDに設定し た場合、 mysqlbinlogで 「--database my_database」 オプ

シ ョ ンがバイナリ ・ ログに適用される と次の ト ラ ンザクシ ョ ンは再生されません。

-bash-$ mysql
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(1,now());
Query OK, 1 row affected (0.01 sec)

• 例2 ： この例では、 データの行がmy_databaseのmy_tableに挿入されます。 USEステー ト メ ン ト があ り

ますが、 別のデータベースが指定されています。 つま り、 my_databaseはUSEステー ト メ ン ト で選択さ

れていません。 binlog_formatをMIXEDに設定し た場合、 mysqlbinlogで 「--database my_database」

オプシ ョ ンがバイナリ ・ ログに適用される と次の ト ラ ンザクシ ョ ンは再生されません。

-bash-$ mysql
mysql> use mysql
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(2,now());
Query OK, 1 row affected (0.04 sec)

• 例3 ： この例では、 データの行がmy_databaseのmy_tableに挿入され、 my_databaseがUSEステー ト メ

ン ト で選択されています。 Binlog_formatをMIXEDに設定し た場合、 mysqlbinlogで 「--database 
my_database」 オプシ ョ ンがバイナリ ・ ログに適用される と次の ト ラ ンザクシ ョ ンが再生されます。

-bash-$ mysql
mysql> use my_database
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(3,now());
Query OK, 1 row affected (0.04 sec)

• 例4 ： この例では、 2つの挿入クエ リ を見てみます。 1番目の挿入は、 my_databaseに対し て行われます。

このデータベースはUSEステー ト メ ン ト で選択されているデータベース とは異な り ます。 2番目の挿入は、

my_databaseを選択し ているUSEステー ト メ ン ト の範囲内で行われます。 binlog_formatをMIXEDに設定

し た場合、 1番目の挿入はUSEステー ト メ ン ト にmy_databaseが指定されていないため再生されません。

2番目の挿入はUSEステー ト メ ン ト にmy_databaseが指定されているため再生されます。

-bash-$ mysql
mysql> use mysql
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(4,now());
Query OK, 1 row affected (0.01 sec)
mysql> use my_database
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(5,now());
Query OK, 1 row affected (0.04 sec)

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プに関する重要注意事項

［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンを使用する場合、 以下のガイ ド ラ イ ン と情報について確認する必

要があり ます。

• MySQLは、 重要なデータにはInnoDBテーブルを使用する こ と を推奨し ています。 これは、 バッ クア ッ

プ ・ プロセスが高速で、 信頼性および拡張性が高いためです。 MySQL Enterpriseバッ クア ッ プはMySQL
テーブルについて さ まざまなバッ クア ッ プを提供し、 InnoDBテーブルに関するバッ クア ッ プを最適化し

ます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのInnoDBテーブルのホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行し ます。 データベー

スの実行中においてもホ ッ ト ・ バッ クア ッ プが実行されるため、 バッ クア ッ プ中に現行データベース操
作を停止する必要はあり ません。 さ らに、 バッ クア ッ プ ・ プロセス中にデータベースに加わった変更が
含まれます。 この動作は、 環境内のデータベースをオン ラ イ ンに保ち、 その拡張性もサポー ト されてい
る必要がある場合、 バッ クア ッ プの完了に必要な時間に影響を及ぼすため重要です。

• このオプシ ョ ンを使用する と、 MyISAMテーブルと その他の非InnoDBテーブルは、 ウォーム ・ バッ ク

ア ッ プを使用し て、 最後にバッ クア ッ プ されます。 ウォーム ・ バッ クア ッ プにおいて、 データベースは
稼動し続けますが、 バッ クア ッ プが完了し ても テーブルは読み込み専用アクセスに設定されます。
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• ホ ッ ト ・ バッ クア ッ プ ・ フ ェーズにおいてデータの大半がバッ クア ッ プ されたか確認し たら、 InnoDBを

新規テーブル用デフ ォル ト ・ ス ト レージ ・ エンジン と し、 既存のテーブルを変換し てInnoDBス ト レー

ジ ・ エンジンで利用可能にする こ と を検討するよ う お勧めし ます。 MySQL Server 5.5以降では、 InnoDB
がデフ ォル ト です。

• 増分バッ クア ッ プは主にInnoDBテーブル用であ り、 非InnoDBテーブルは読み取り専用、 あるいは、 さほ

ど頻繁な更新を必要と し ない用途に向いています。 InnoDBフ ァ イルについて、 最後のバッ クア ッ プ以降

に変更が起こ った場合、 フ ァ イル全体が含まれます。

• 本プ ラグイ ンを使用する場合、 以下の条件に適合する と、 MySQLイ ンス タ ンス内のすべてのInnoDBテー

ブルがバッ クア ッ プ されます。

▪ ただ し、 テーブルがバッ クア ッ プ用に明示的に選択され、 テーブルがInnoDBス ト レージ ・ エンジ

ンまたはその類ではない場合に限り ます。

例 ： 2つのデータベースを含むMySQLイ ンス タ ンスが配置されています （DB1およびDB2）。 各

データベースには2つのテーブルが含まれます。 DB1にはT1_InnoDBとT1_MyISAM、 DB2には

T2_InnoDBとT2_MyISAMが含まれます。 T1_MyISAMとT2_MyISAMをバッ クア ッ プする と、

T1_InnoDBとT2_InnoDBもバッ クア ッ プに含まれます。 InnoDBテーブルの1つを含める と、

InnoDBテーブルのみがバッ クア ッ プ されます。 データベースの1つを選択する と、 データベース

内のテーブルのみがバッ クア ッ プ されます。

▪ い く つかまたはすべてのデータベースがバッ クア ッ プに選択される と、 すべての関連InnoDBテー

ブルがバッ クア ッ プから除外されます。

例 ： 2つのデータベースを含むMySQLイ ンス タ ンスが配置されています （DB1およびDB2）。 各

データベースには2つのテーブルが含まれます。 DB1にはT1_InnoDBとT1_MyISAM、 DB2には

T2_InnoDBとT2_MyISAMが含まれます。 DB1とDB2をバッ クア ッ プ し、 T1_InnoDBとT2_InnoDB
を除外する と、 T1_InnoDBとT2_InnoDBもバッ クア ッ プに含まれます。 2つのInnoDBテーブルの

う ち1つだけを除外する と、 InnoDBテーブルのみがバッ クア ッ プ されます。 

この説明は、 MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ （mysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ ） の現在の動作を表し てい

ますが、 MySQLの将来のリ リース （3.12以降） では変更される可能性があり ます。

• MySQL 5.6以降では、 innodb_file_per_table設定オプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効化されています。

innodb_file_per_tableオプシ ョ ンが無効化された状態で作成されたすべてのInnoDBテーブルは、

InnoDBシステム ・ テーブルスペース内に格納されますが、 バッ クア ッ プから除外する こ とはできません。

InnoDBテーブルをテーブルスペース外に配置する必要がある場合、 innodb_file_per_tableオプシ ョ ンを

有効化し た状態で、 MySQL内でInnoDBテーブルを作成する必要があ り ます。 各.ibdフ ァ イルには、 1つの

テーブルのデータ と イ ンデッ クスのみが含まれます。

バッ クア ッ プ戦略の策定
MySQLバッ クア ッ プ戦略を定義する際、 以下の点を明確にし ておきます。

• ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンまたは ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのど

ち ら を使用するか。 環境に両方のバージ ョ ンを導入し ている場合でも、 プ ラグイ ンでは1つの計画のみを

使用する こ とができます。 MEBベース方法またはmysqldumpベース方法のいずれかを使用し ます。 両方

を併用する こ とはできません。

MEBベースのオプシ ョ ンを使用する と、 バッ クア ッ プに選択し たすべてのデータベース ・ オブジ ェ ク ト

に対し てmysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ または適切なNetVault Backupスク リ プ ト が1度実行され、 その

ジ ョ ブのログにmysqlbackupの出力ログが記録されます。 データのバッ クア ッ プには2つのステージが含

まれます。 最初のステージでは、 すべてのInnoDBテーブルがコ ピーされます。 2番目のステージでは、 す

べてのテーブル ・ タ イプがコ ピーされます。 InnoDBテーブルのホ ッ ト ・ バッ クア ッ プをサポー ト するだ

けでな く 、 MEBベース ・ オプシ ョ ンはバッ クア ッ プ ・ パフ ォーマンスを向上させます。

mysqldumpベース ・ オプシ ョ ンを使用する場合、 各テーブル、 ト リ ガ、 およびス ト ア ド ・ プロシージャ

に対し てコマン ドが実行されます。 ホ ッ ト ・ バッ クア ッ プはサポー ト されません。
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• フル ・ バッ クア ッ プ時にイ ンス タ ンス全体の読取り専用アクセスが必要なこ と を認識し た上で、 フル ・
バッ クア ッ プをどのよ う な頻度で実行するか

• バッ クア ッ プの速度と リ ス ト アの速度のどち ら を重視するか

• 許容できる最大データ損失量

上記の点を明確にし てお く と、 実装するバッ クア ッ プ ・ タ イプおよび頻度を定義する際に役立ちます。

• MySQL Standard/Community用バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認

• MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認

• MySQL Standard/Community用バッ クア ッ プ ・ シーケンス例

MySQL Standard/Community用バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認

［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用する場合、 本プラグイ ンはmysqldumpを使用し て以下のタ

イプのバッ クア ッ プを実行し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ

• 増分バッ クア ッ プ

• 差分バッ クア ッ プ

• 個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ

• データベース ・ コ ピー全体のバッ クア ッ プ

各MySQLイ ンス タ ンスのデータ保護要件に適し たバッ ク ア ッ プ ・ シーケンスを選択するには、 まずこれらの

バッ クア ッ プの違いを理解する必要があり ます。

フル ・ バッ クア ッ プ

［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ン用フル ・ バッ クア ッ プの場合、 本プラグイ ンはmysqldumpユー

テ ィ リ テ ィ を使用し て、 イ ンス タ ンスに含まれるすべてのデータベースをバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ ク
ア ッ プはほぼすべてのリ ス ト ア ・ シナリ オの起点になるため、 あらゆるバッ クア ッ プ戦略の基盤と な り ます。 プ
ラグイ ンで生成されたフル ・ バッ クア ッ プを使用し て、 イ ンス タ ンス全体、 個々または複数のデータベース、
個々または複数のテーブルを リ ス ト アできます。

［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ オプシ ョ ンを使用し て、 フルまた
は増分バッ クア ッ プ後にバイナリ ・ ログをパージする必要があ り ます。 ［MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを可能にす

る］ が無効化され、 ［特定時点リ カバリ を可能にする］ が有効化されている標準のMySQLサーバー設定でプラグ

イ ンを使用する場合、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効化されています。 プ ラグイ ンを ク ラス タに接続する
と、 このオプシ ョ ンは無効にな り ます。 バイナリ ・ ログのパージはプ ラグイ ンの外で管理する必要があ り ます。

［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ オプシ ョ ンを選択し ない場合、 プ
ラグイ ンは設定フ ァ イルで最終バッ クア ッ プのログを追跡し ます。 これによ り必要に応じ てバイナ リ ・ ログを手
動でパージする こ とができます。 例えば、 MySQLレプ リ ケーシ ョ ン環境で、 バイナ リ ・ ログがスレーブ ・ イ ン

ス タ ンスにレプ リ ケー ト されるまで、 バイナリ ・ ログをマス タ ・ イ ンス タ ンスからパージ し た く ない場合など
は、 ユーザーはバイナリ ・ ログを手動でパージする必要があ り ます。

増分バッ クア ッ プ

増分バッ クア ッ プでは、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナ リ （ ト ラ ンザクシ ョ ン） ・
ログをバッ クア ッ プ し、 次にバイナリ ・ ログをパージ し ます。 バイナ リ ・ ログはイ ンス タ ンスに基づ く ため、 す
べてのデータベースの ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログがま とめてバッ クア ッ プ され、 パージ されます。

増分バッ クア ッ プはメ デ ィ ア障害またはデータ損傷の発生後のデータ損失を低減する上で重要です。 増分バッ ク
ア ッ プを使用する と、 不正な更新やテーブルの削除などのデータ損傷の前および後の時点に リ ス ト アできます。

重要 ： NetVault Backupサーバーがク ラス タ化されたMySQLサーバーと標準のMySQLサーバー両方を管理

するよ う な混合環境では、 標準のMySQLサーバー用に作成し たバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を

MySQLベースのク ラス タ で再利用し ないで く ださい。
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フル ・ バッ クア ッ プ とは異な り、 増分バッ クア ッ プはバッ クア ッ プ中に読み取り専用アクセスを必要と し ませ
ん。

MySQLの増分バッ クア ッ プを実行するには、 バイナ リ ・ ログを有効にする 「-log-bin」 オプシ ョ ンを使用し て

MySQLイ ンス タ ンスを開始する必要があ り ます。 この手順は、 「MySQLサーバーでのバイナリ ・ ログの有効化

（MySQL Standard/Communityオプシ ョ ンのみ）」 で概説し ています。 詳し く は、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュ

アル』 のバイナリ ・ ログに関するセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

上記で説明し たよ う に、 ［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ オプシ ョ
ンを使用し て、 フルまたは増分バッ クア ッ プ後にバイナ リ ・ ログをパージする必要があ り ます。 このオプシ ョ ン
を使用し ない場合は、 本プ ラグイ ンは設定フ ァ イルで最終バッ クア ッ プのログを追跡し ます。 これによ り必要に
応じ てバイナリ ・ ログを手動でパージする こ とができます。

差分バッ クア ッ プ

差分バッ クア ッ プでは、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナ リ （ ト ラ ンザクシ ョ ン） ・
ログをバッ クア ッ プ し ます。 ただ し、 この形式のバッ クア ッ プでは、 完了時にバイナ リ ・ ログがパージ されませ
ん。 このため、 以降の差分バッ クア ッ プのサイズが大き く な り、 その時間も長 く な り ます。 各差分バッ クア ッ プ
には、 前の差分バッ クア ッ プにも含まれていたバイナリ ・ ログだけでな く 、 前の差分バッ クア ッ プ以降に生成さ
れたバイナリ ・ ログも含まれる こ とになるため、 サイズが大き く な り、 その時間も長 く な り ます。 た と えば、 月
曜日から金曜日までの差分バッ クア ッ プを伴って、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プの実行がスケジュールされてい
る場合、 月曜日の差分には日曜日のフル･バッ クア ッ プ以降生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含
まれます。 一方、 火曜日の差分には、 月曜日に生成されたバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルおよび火曜日に生成された
バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれます。 水曜日の差分バッ クア ッ プには、 月曜日、 火曜日、 および水曜日のバ
イナリ ・ ログが含まれる、 とい う よ う にな り ます。

増分バッ クア ッ プ と同様に、 差分バッ クア ッ プを使用する と、 メ デ ィ ア障害またはデータ損傷が発生し た場合の
データ損失を低減でき、 障害/損傷の前および後の時点にリ ス ト アできます。 フル ・ バッ クア ッ プ とは異な り、

差分バッ クア ッ プはバッ クア ッ プ中に読み取り専用アクセスを必要と し ません。

差分バッ クア ッ プを実行するには、 バイナリ ・ ログを有効にする 「-log-bin」 オプシ ョ ンを使用し てMySQLイ ン

ス タ ンスを開始する必要があり ます。 この手順は、 「MySQLサーバーでのバイナ リ ・ ログの有効化 （MySQL 
Standard/Communityオプシ ョ ンのみ）」 で概説し ています。 詳し く は、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 の

バイナリ ・ ログに関するセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

増分バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プの比較

増分バッ クア ッ プでは、 バイナリ ・ ログがバッ クア ッ プ後にパージ され、 最後の増分バッ クア ッ プ後に作成され
たバイナリ ・ ログのみがバッ クア ッ プ されるため、 以降の増分バッ クア ッ プの実行時間は短 く な り ます。 ただ
し、 増分バッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 フル ・ バッ クア ッ プから障害時点までに実行され
たすべての増分バッ クア ッ プを継続し て リ ス ト アする必要があ り ます。 このため、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開
始するためにデータベース管理者に必要な操作が多 く な り、 このプロセスではリ ス ト アに長い時間がかかる可能
性があり ます。

差分バッ クア ッ プでは、 バイナリ ・ ログがバッ クア ッ プ後にパージ されず、 最後のフル ・ バッ クア ッ プ後に作成
されたすべてのバイナリ ・ ログがバッ クア ッ プの対象と なるため、 以降の各差分バッ クア ッ プの実行時間は長 く
な り ます。 ただ し、 差分バッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア後
に差分バッ クア ッ プを1つのみリ ス ト アするだけで済みます。 このため、 リ ス ト ア ・ プロセスで必要なデータ

ベース管理者の操作が少な く な り、 このプロセスではリ ス ト ア時間は短 く な り ます。

個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ

場合によ っては、 データベース全体の包括的なバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順に影響を与える こ と な く 、 特殊
な目的でバッ クア ッ プを実行し なければならないこ とがあ り ます。 た と えば、 バッ クア ッ プをテス ト 環境のソー
スにし た り、 レプ リ ケーシ ョ ン ・ スレーブ ・ イ ンス タ ンスの初期同期用に使用する場合などです。 個々のデータ
ベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 このよ う な特殊な目的のために設計されてお り、 MySQL環境

を コ ピーする こ とができます。 コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 設定されたバッ クア ッ プ ・ シーケンスから独立し
ているため、 フル、 増分、 または差分バッ クア ッ プのリ カバリ可能性には影響し ません。 ただ し、 フル ・ バッ ク
ア ッ プの代わり と し て使用する こ とはできません。
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データベース ・ コ ピー全体のバッ クア ッ プ

個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プで説明し た とお り、 データベース ・ コ ピー全体の

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンは、 選択し たデータベースに該当する全InnoDBテーブルなど、 選択し たMySQLデー

タベースのコ ピーを作成するため、 特殊な目的の場合にのみ使用し ます。 作成される コ ピーのバッ クア ッ プは、
設定されている複数のバッ クア ッ プのシーケンス とは独立し ているため、 フル、 増分、 または差分バッ クア ッ プ
のリ カバリ可能性には影響し ません。 ただ し、 フル ・ バッ クア ッ プの代わり と し て使用する こ とはできません。

個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ とデータベース ・ コ ピー

全体のバッ クア ッ プの比較

データベースの1テーブルのみが選択されている場合でも、 データベース ・ コ ピー全体のバッ ク ア ッ プ ・ オプ

シ ョ ンでは、 選択し たデータベースの全体をバッ クア ッ プ し ます。 このオプシ ョ ンでは、 データベースご との
バッ クア ッ プは選択できますが、 テーブルご との選択はできません。 また、 このオプシ ョ ンで対応し ているのは
InnoDBテーブルのバッ クア ッ プのみにな り ます。

個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プでは、 データベースご との選択およびテーブルご と

の選択ができ、 またバッ クア ッ プにはInnoDBテーブルとMyISAMテーブルを含める こ とができます。 ただ し、

バッ クア ッ プの完了は、 通常データベース ・ コ ピー全体のバッ クア ッ プの方が個々のデータベース/テーブル ・

コ ピーのみのバッ クア ッ プよ り早 く 完了し ます。

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ タ イプの確

認
［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンについて、 本プ ラグイ ンは選択されたすべてのデータベース ・ オ

ブジ ェ ク ト に対し てmysqlbackupコマン ド を1度実行し、 フルおよび増分タ イプのバッ クア ッ プをアーカ イブ し

ます。 フル、 増分、 およびTTS。

フル ・ バッ クア ッ プ

［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのフル ・ バッ クア ッ プでは、 プラグイ ンはmysqlbackupユー

テ ィ リ テ ィ または適用できるNetVault Backupスク リ プ ト を使用し て、 イ ンス タ ンスに含まれるすべての選択

データベース ・ オブジ ェ ク ト をバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ クア ッ プはほぼすべてのリ ス ト ア ・ シナ リ オの
起点になるため、 あらゆるバッ クア ッ プ戦略の基盤と な り ます。 プ ラグイ ンで生成されたフル ・ バッ クア ッ プを
使用し て、 イ ンス タ ンス全体、 個々または複数のデータベース、 個々または複数のテーブルを リ ス ト アできま
す。

増分バッ クア ッ プ

InnoDBテーブルについて、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に変更が加わったデータのみがバッ クア ッ

プ されます。 非InnoDBテーブルの場合、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に何かテーブル内で変更され

た場合、 テーブル全体がバッ クア ッ プ されます。

TTS （Transportable Tablespace） バッ クア ッ プ

TTSバッ クア ッ プを実行する場合、 プ ラグイ ンはフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 「--use-tts」 MySQLオプシ ョ ン

を追加し ます。 

TTSバッ クア ッ プを生成する場合は、 次の制限に注意し て く だ さい。

重要 ： このオプシ ョ ンは、 選択し たデータベースのすべてのテーブルがInnoDBテーブルの場合にのみ使用

できます。

重要 ： Questでは、 TTSバッ クア ッ プはス タ ン ド アロンのバッ クア ッ プ と し てのみ生成し、 バッ クア ッ プ ・

プ ラ ン とは別にし てお く こ と を強 く 推奨し ます。 TTSバッ クア ッ プは部分的なバッ クア ッ プのため、 フ

ル ・ バッ クア ッ プまたは増分バッ クア ッ プ計画の代わりや補完には使用できません。 また、 災害復旧に使
用する こ と もできません。
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• TTSバッ クア ッ プに対応するのは、 MySQL Server 5.6以降のみにな り ます。

• バッ クア ッ プに含まれるのはInnoDBテーブルのみです。

• Innodb_file_per_tableオプシ ョ ンを有効にし て作成し たテーブルのみがバッ クア ッ プに含まれます。

• パーテ ィ シ ョ ンが共有テーブルスペースで作成された場合、 そのパーテ ィ シ ョ ンのテーブルのバッ ク
ア ッ プは失敗し ます。

• バッ クア ッ プからはバイナリ またはリ レー ・ ログが除外されます。

「--use-tts」 オプシ ョ ンを使用する際の制限については、 https://dev.mysql.com/doc/mysql-enterprise-
backup/4.0/en/backup-partial-options.htmlを参照し て く だ さい。

MySQL Standard/Community用バッ クア ッ プ ・ シーケンス例

以下に、 さ まざまなバッ クア ッ プ ・ シーケンスを示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： ビジネス要件で前日までのデータ保護が保証されており、 読み取り専用アクセ
スが毎日許容される場合 （勤務時間外など）、 フル ・ バッ クア ッ プのみを毎日実行すれば十分でし ょ う。
データベース管理者がリ カバリ できるのは、 データベースの最後のフル ・ バッ クア ッ プ時点までですが、
MySQLサーバーに存在しているバイナリ ・ ログを使用してPITリ カバリ を実行する こ とができます。

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ ： ビジネス要件で前日までのデータ保護が保証されているが、
ターゲッ ト MySQLイ ンス タ ンスへの読み取り専用アクセスが断続的にのみ許容され （週1回または隔週の

勤務時間外など）、 バッ クア ッ プ時間をできる限り短縮する必要がある場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と増分
バッ クア ッ プの組合せが最適です。 た と えば、 毎週日曜日の夜11:00にフル ・ バッ クア ッ プが実行され、

さ らに月曜日から土曜日の午後11:00に ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プが実行されて

いる と し ます。 この場合、 各増分バッ クア ッ プには、 前夜のバッ クア ッ プ、 すなわち日曜日の夜に実行
されたフル ・ バッ クア ッ プまたはいずれかの増分バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナ リ ・ ログが含ま
れます。

このバッ クア ッ プ ・ タ イプ ・ シーケンスのリ ス ト アには、 よ り長い時間がかかる こ とに注意し て く だ さ
い。 た と えば、 火曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日の増分バッ ク
ア ッ プを リ ス ト アする必要があり ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する場合は、 日曜日のフル ・
バッ クア ッ プに続いて、 月曜日、 火曜日、 および水曜日の増分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り
ます。 バッ クア ッ プ時間は短 く な り ますが、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行するために必要な操作が多
く なるため、 リ ス ト ア時間は長 く なる可能性があ り ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プ ： ビジネス要件で前日までのデータ保護が保証されているが、
ターゲッ ト MySQLイ ンス タ ンスへの読み取り専用アクセスが断続的にのみ許容され （週1回または隔週の

勤務時間外など）、 リ ス ト ア時間をできる限り短縮する必要がある場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ
クア ッ プの組合せが最適です。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の夜11:00に実行し、 差分

バッ クア ッ プを月曜日から土曜日の午後11:00に実行し ます。 各差分バッ クア ッ プには、 最後のフル ・

バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナリ ・ ログが含まれます。 前述のよ う に、 このプロセスでの全体的
なバッ クア ッ プ時間は長 く な り ます。

リ カバリする必要のある特定時点に関わらず、 必要な リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火
曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア
する必要があり ます。 また、 木曜日にリ カバリ を実行する場合は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プに続い
て水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 以降の差分バッ クア ッ プはサイズが大き
く な り、 時間も長 く な り ますが、 実行する必要のある リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は少な く なるため、 リ ス ト
ア時間は短 く な り ます。

バッ クア ッ プの実行
Plug-in for MySQLを使用し てバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
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バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ませ

ん。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［Plug-in for MySQL］ を開き、 MySQLサーバーを表示し ます。

5 利用可能データ を選択し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ内で選択し たイ ンス タ ンスからすべてのMySQLデータベースを選択するに

は、 ［全てのデータベース］ ノ ー ド を選択し ます。

▪ よ り細か く 選択するには、 ［全てのデータベース］ ノ ー ド 内のデータベースを個別に表示させま
す。 さ らに、 個々のデータベースを開き、 その中のテーブルを表示し て個別に選択し、 バッ ク
ア ッ プ ・ ジ ョ ブに追加する こ と もできます。

▪ アイテムをバッ クア ッ プから明示的に除外するには、 親レベルのアイテムを選択し、 子のアイテ
ムを個別にク リ ッ ク し て、 緑のチ ェ ッ クマーク を赤色のXに変更し、 除外対象に指定し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［選択］ リ ス ト か
らセ ッ ト を選択し ます。

重要 ： ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用し たバッ クア ッ プに細かいレベルの

データ ・ セ ッ ト を選択する場合、 ［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブでバッ クア ッ プ ・ タ イプに
［個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみ］ を選択し ます。 他の形式のバッ クア ッ プ （フル、 増

分、 または差分バッ クア ッ プ） を選択し た場合、 細かいレベルの選択は無視されデータベース全体
がバッ クア ッ プ されます。 MySQL 5.5.x以降の場合、 ス ト ア ド ・ プロシージャ、 関数、 および ト リ

ガは、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンの ［フル］ および ［個々のデータベース/テー

ブル ・ コ ピーのみ］ で自動的にバッ クア ッ プ されます。 
 
MySQL 5.5.x （以降） では、 選択ツ リーに 「information_schema」 データベースが表示されますが、

このデータベースは選択できません。 この問題が発生するのは、 このデータベースに含まれるすべ
てのデータが動的に生成され、 永久的に存在する ものではないからです。 このため、 プ ラグイ ン
は、 すべてのバッ クア ッ プから information_schemaデータベースを自動的に除外し ます。
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バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。
［MySQL Standard/Community］ または ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのいずれを使用するか

によ って、 ［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで各設定が利用可能にな り ます。

MySQL Standard/Community用バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの

設定
バッ クア ッ プする目的のアイテムを選択し た状態で、 実行するバッ クア ッ プ ・ タ イプを選択し た り、 失敗し た場
合に異なる動作を選択し た りする こ と もできます。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［全てのデータベースを フルバッ クア ッ プ］ （デフ ォル ト 選択） ： 現在のMySQLイ ンス タ ンスに含

まれるすべてのデータベースおよびすべてのテーブルの完全なバッ クア ッ プを実行する場合は、
このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 バッ クア ッ プ選択セ ッ ト で選択し
たデータに関係な く 、 すべてがバッ クア ッ プ されます。

▪ ［増分バッ クア ッ プ］ ： 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログのみをバッ クア ッ プする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［差分バッ クア ッ プ］ ： 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成されたすべての ト ラ ンザク
シ ョ ン ・ ログをバッ クア ッ プする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 以降の差分バッ クア ッ プ
には、 元のフル ・ バッ クア ッ プの実行後に生成されたすべてのバイナ リ ・ ログが含まれます。
バッ クア ッ プ完了後は、 MySQLイ ンス タ ンスのバイナ リ ・ ログは保持されます。

▪ ［個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみ］ ： 特殊な目的 （テス ト 環境を作成する場合など） で

MySQL環境を コ ピーする場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 データベースの全体的なバッ ク

ア ッ プおよびリ ス ト ア手順には影響を与えません。 この方法で作成し たコ ピー ・ バッ クア ッ プは、
MySQLのフル ・ バッ クア ッ プ と増分/差分バッ クア ッ プを併用し たシナ リ オで設定されたシーケン

スに影響し ません （これらのバッ クア ッ プは、 バイナ リ ・ ログに影響を与えません）。 この形式の
バッ クア ッ プは、 MySQLのフル ・ バッ ク ア ッ プ と増分/差分バッ クア ッ プの併用シナ リ オで通常の

バッ クア ッ プ ・ シーケンス と し て設定されたバッ クア ッ プから独立し ています。 また、 コ ピー ・
バッ クア ッ プを フル ・ バッ クア ッ プの代わり に使用する こ とはできません。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で使用するセ ッ ト を選択し ま
す。

重要 ： MySQLのターゲッ ト ・ イ ンス タ ンス と し てレプ リ ケーシ ョ ンのマス タ ・ イ ンス タ ンスを指定

し た場合 （このMySQLイ ンス タ ンスの ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［MySQLレプ リ ケーシ ョ

ンを可能にする］ オプシ ョ ン と ［マス タ ・ イ ンス タ ンス］ オプシ ョ ンが選択されている状態）、 フ
ル、 増分および差分形式のバッ クア ッ プは選択する こ とはできません。 詳細は、 「MySQLレプ リ

ケーシ ョ ンの使用」 を参照し て く だ さい。

重要 ： MIXEDバイナ リ ・ ログ形式を使用し ている場合は、 増分バッ クア ッ プおよび差分バッ クア ッ

プのジ ョ ブは警告を発し て終了し ます。 詳細は、 「MIXEDバイナ リ ・ ログ形式の使用」 を参照し て

く だ さい。

注意 ： MIXEDバイナリ ・ ログ形式を使用し ている場合、 PITリ カバリ中はバイナリ ・ ログのエン ト リが再生

されない可能性があるため、 リ カバリ に選択し たデータベースが選択し た時点にロールバッ ク されない可
能性があ り ます。 詳細は、 「MySQL Standard/Communityに関する重要注意事項」 および 「MIXEDバイナ

リ ・ ログ形式の使用」 を参照し て く ださい。
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▪ データベース ・ コ ピー全体のバッ クア ッ プ ： MySQL環境のコ ピーを特殊な目的で作成し、 選択し

たデータベースの内容をすべてバッ クア ッ プする場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 た と え
ば、 テス ト 環境を構築するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 個々のデー
タベース/テーブル ・ コ ピーのみのオプシ ョ ンに似ていますが、 選択し たデータベース と対応する

テーブルすべてをバッ クア ッ プ し ます。 このオプシ ョ ンは、 選択し たデータベースのすべての
テーブルがInnoDBテーブルの場合にのみ使用できます。 この方法で作成し たコ ピー ・ バッ クア ッ

プは、 MySQLのフル ・ バッ クア ッ プ と増分/差分バッ クア ッ プを併用し たシナ リ オで設定された

シーケンスに影響し ません （これらのバッ クア ッ プは、 バイナ リ ・ ログに影響を与えません）。 ま
た、 コ ピー ・ バッ クア ッ プを フル ・ バッ クア ッ プの代わり に使用する こ とはできません。

▪ ［バッ クア ッ プ中は、 全てのテーブルを読み取り アクセスにロ ッ ク し ト ラ ンザクシ ョ ンの消失を防
ぎます。］ ： ［フル バッ クア ッ プ］ を選択し、 現在読み取り専用アクセスのイ ンス タ ンス内のすべ

てのデータベースがロ ッ ク される こ とによる ト ラ ンザクシ ョ ンの消失を防ぎたい場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 ユーザーはフル ・ バッ クア ッ プ中にイ
ンス タ ンス全体でデータの挿入、 更新、 または削除を実行できません。 このオプシ ョ ンが選択解
除される と、 プ ラグイ ンは、 テーブルがバッ クア ッ プ された場合に限りバッ クア ッ プ ・ プロセス
中に各テーブルをロ ッ ク し ます。 このため、 Questは、 イ ンス タ ンスに関連するテーブルが含まれ

る場合、 このオプシ ョ ンを選択し てバッ クア ッ プ ・ プロセス中に確実にすべてのテーブルがロ ッ
ク されるよ う にする こ と をお勧めし ます。 

▪ ［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ ： ［MySQLレプ リ

ケーシ ョ ンを可能にする］ が無効化され、 ［特定時点リ カバリ を可能にする］ が有効化されている
標準のMySQLサーバー設定でプラグイ ンを使用する場合、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効化

されています。 プ ラグイ ンを ク ラス タに接続する と、 このオプシ ョ ンは無効にな り ます。 バイナ
リ ・ ログのパージはプ ラグイ ンの外で管理する必要があ り ます。 Questでは、 このオプシ ョ ンの使

用を推奨し ていますが、 バイナリ ・ ログに対する制御の度合いは使用する側で決定する こ とがで
きます。

3 各条件に対し て利用可能なアクシ ョ ンを選択し ます （詳し く は、 「エラー条件のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ン
の設定 （オプシ ョ ン）」 を参照し て く だ さい）。

各条件を使用する こ とによ り、 ジ ョ ブに対し て実行するアクシ ョ ンを選択する こ とができます。 これら
とは異なるデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを選択し ていた と し ても、 現在のジ ョ ブについてこの手順で指定し
た値に自動的に設定されます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい う

ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が
作成されます。

▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーはNetVault Backupバイナ リ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も削除されます。

重要 ： このオプシ ョ ンは、 選択し たデータベースのすべてのテーブルがInnoDBテーブルの場合にのみ使用

できます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 選択し たデータベース全体と、 対応するすべてのテーブルがバッ クア ッ プ
されます。 これは、 バッ クア ッ プするテーブルを選択し た場合にも発生し ます。 特定のテーブルをバッ ク
ア ッ プする場合は、 個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのオプシ ョ ンを使用し ます。

重要 ： NetVault Backupサーバーがク ラス タ化されたMySQLサーバーと標準のMySQLサー

バー両方を管理するよ う な混合環境では、 標準のMySQLサーバー用に作成し たバッ クア ッ

プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト をMySQLベースのク ラス タ で再利用し ないで く だ さい。
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4 ［Mysqldumpオプシ ョ ン］ テキス ト ・ ボ ッ クス内に、 mysqldumpユーテ ィ リ テ ィ を使用するジ ョ ブを リ

ス ト し ます。

このオプシ ョ ンはダ ッ シュ （-） またはダブルダ ッ シュ （--） で開始する必要があり ます。 また、 （; | < >）

などの文字を含める こ とはできません。

これらのオプシ ョ ンはまずmysqldumpコマン ド に追加され、 次にプラグイ ンが内部的に生成し たオプ

シ ョ ンが続きます。 この順番によ り、 こ こに入力し たオプシ ョ ンが内部的に生成されたオプシ ョ ン と矛
盾し ている場合、 プ ラグイ ンが生成し たオプシ ョ ンが優先されます。

ジ ョ ブが失敗するよ う なエラーをmysqldumpオプシ ョ ンが検出し た場合、 このエラーはジ ョ ブ ・ ログ内

でエラー ・ ログ ・ メ ッ セージに埋め込まれます。

以前、 このタ スク を実行するためにMySQLオプシ ョ ン ・ フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プ し た場合、 このテキス

ト ・ ボ ッ クスに入力し たオプシ ョ ンは、 オプシ ョ ン ・ フ ァ イルに指定し たオプシ ョ ンへ追加されます。
本プ ラグイ ンに既存のMySQLオプシ ョ ン ・ フ ァ イルを無視させたい場合は、 このテキス ト ・ ボ ッ クスの

先頭に--no-defaultsと入力し ます。

使用し ているmysqldumpバージ ョ ンでサポー ト されているオプシ ョ ンについて詳し く は、 利用可能な

MySQL ド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く ださい。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

6 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン

の設定
バッ クア ッ プする目的のアイテムを選択し た状態で、 実行するバッ クア ッ プ ・ タ イプを選択し た り、 失敗し た場
合に異なる動作を選択し た りする こ と もできます。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［フル ・ バッ クア ッ プ］ （デフ ォル ト 設定） ： 現在のMySQLイ ンス タ ンス内で設定されたすべての

データベースおよびテーブルをバッ クア ッ プするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［増分バッ クア ッ プ］ ： 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に変更が加わったデータ （InnoDB
テーブル用） またはテーブル全体 （非InnoDBテーブル用） のみをバッ クア ッ プする場合、 このオ

プシ ョ ンを選択し ます。

▪ TTS （Transportable Tablespace） バッ クア ッ プ ： MySQL TTSの機能を活用できる部分的なバッ

クア ッ プを作成する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

注意 ： この機能に、 --routines (-R)または--triggersオプシ ョ ンを使用し ないで く だ さい。 このオ

プシ ョ ンを使用する と、 データベース ・ テーブルのバッ クア ッ プは完了するが、 リ ス ト アが失敗するなど、
バッ クア ッ プの正常完了を阻害する場合があ り ます。 データベースのバッ クア ッ プに必要なス ト ア ド ・ プ
ロシージャや ト リ ガがある場合、 本プラグイ ンは--routinesや- -triggersオプシ ョ ン と と もに

mysqldumpコマン ド を内部生成し ます。

ヒ ン ト ： 既存のセ ッ ト を使用するには、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で使用するセ ッ ト を選択し ま
す。
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4 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

ヒ ン ト ： すでに作成および保存し ているジ ョ ブを実行するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで
［ジ ョ ブ定義管理］ を選択し、 目的のジ ョ ブを選択し て、 ［今すぐ実行］ を ク リ ッ ク し ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのバッ クア ッ プ
31



5

データのリ ス ト ア

• データのリ ス ト ア ： 概要

• MySQLにおけるデータのリ ス ト ア

• 高度なMySQL Standard/Community用リ ス ト ア手順

データのリ ス ト ア ： 概要
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンのリ ス ト ア ・ プロセス と利用可能なすべての機能について説明し ます。 さ らに、
「MySQL Standard/Community用リ ス ト ア ・ シナ リ オ例」 および 「MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・

シナリ オ例」 では、 さ まざまな リ ス ト ア ・ タ イプの例が用意されています。 Questでは、 これらの ト ピ ッ ク を熟

読し、 さ まざまな リ ス ト ア ・ タ イプに対し て利用可能な機能と適用方法について確認するよ う お勧めし ます。

• MySQL Standard/Communityに利用可能な リ ス ト ア方法の確認

• MySQL Enterpriseバッ クア ッ プで利用できる リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの確認

MySQL Standard/Communityに利用可能な リ ス

ト ア方法の確認
リ ス ト アを正常に実行するには、 利用可能な リ ス ト ア ・ タ イプについてよ く 理解する必要があ り ます。

フル ・ リ ス ト アまたは個々のデータベース/テーブル ・ コ ピー

のみのリ ス ト ア
プ ラグイ ンでフル ・ バッ クア ッ プまたは個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プを実行する

と、 MySQLのmysqldumpユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 テーブルの作成とデータ追加に使用されるSQLステー ト

メ ン ト がバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アに直接送信されます。 プ ラグイ ンがこれらのいずれかの形式で作成されたバッ
クア ッ プを リ ス ト アする と きに、 SQLステー ト メ ン ト がバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから直接読み取られ、 自動的に

実行されます。

増分または差分リ ス ト ア
プ ラグイ ンは増分または差分バッ クア ッ プを実行する と きに、 MySQLのバイナ リ ・ ログ ・ イ ンデッ クスを使用

し て、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにコ ピーするべきバイナ リ ・ ログを判断し ます。 これらのバッ クア ッ プを リ ス ト
アする と、 バイナリ ・ ログがテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ （NETVAULT_HOME/tmp/MySQL） に リ ス ト ア されま

す。 その後、 mysqlbinlogによ って、 バイナ リ ・ ログに記録された各 ト ラ ンザクシ ョ ン用のSQLステー ト メ ン ト

が生成され、 自動的に実行されます。 このプロセスを 「バイナ リ ・ ログの適用」 と言います。

増分および差分リ ス ト アの実行中に、 バイナリ ・ ログに記録されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを適用する こ と
も、 特定時点までの ト ラ ンザクシ ョ ンを適用 （PITリ カバリ） する こ と もできます。 PITリ カバリは、 開発者が

誤ってテーブルを削除し た り誤った更新を実行するなど、 データ損傷の直前の時点に リ カバリする場合に便利で
す。
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時間に基づ く Point-in-Time （PIT） リ カバリ

PITリ カバリは、 増分または差分リ ス ト アの実行中に リ ス ト ア対象のバイナ リ ・ ログを使用し て実行できます。

時間に基づ く PITリ カバリは、 データの損傷時刻が分かっている場合に便利です。 た と えば、 開発者が午前

06:00:00にテーブルを削除し た場合、 中止時刻を午前05:55:00に設定し てPITリ カバリ を実行できます。

通常、 時間に基づ く PITリ カバリは、 1つの手順から成るプロセスです。 ［バイナ リ ・ ログを リ ス ト ア し適用する］

（［オプシ ョ ン］ タ ブの ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する］ を選択） の対象と し て選択し たバイナ リ ・ ログ
を増分または差分バッ クア ッ プから リ ス ト ア し、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの直前の中止時刻を指定し ます。

位置に基づ く Point-in-Time （PIT） リ カバリ

データが損傷し た実際の時刻が分からない場合、 またはよ り正確な リ カバリ を必要とする場合、 位置に基づ く ポ
イ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を使用し ます。 た と えば、 開発者がデータベースから テーブルを削除し たが、
テーブルを削除し た正確な時刻が分からない場合は、 位置に基づ く PITリ カバリ を使用し ます。

位置に基づ く PITリ カバリは、 3つの手順から成るプロセスです。

1 ［オプシ ョ ン］ タ ブの ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定す
る］ オプシ ョ ンを選択し て、 増分または差分バッ クア ッ プからMySQLサーバーのテンポラ リ ・ デ ィ レ ク

ト リ にバイナリ ・ ログを リ ス ト ア し ます。

2 MySQLのmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置を特定し ます。 詳し

く は、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 の 「任意時点のリ カバリ」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

3 同じ増分または差分バッ クア ッ プを再度リ ス ト ア し ます。 ただ し、 今度は ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ
からのバイナリ ・ ログを適用する］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの直前の
停止位置を指定し ます。

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プで利用できる リ

ス ト ア ・ オプシ ョ ンの確認
MEBベースの方法では、 フルまたは増分のリ ス ト アを実行できます。 TTSバッ クア ッ プを使用し た場合は、 TTS
のリ ス ト アを完了するオプシ ョ ン もあり ます。 TTSリ ス ト ア ・ プロセスでは、 部分的な リ ス ト ア と呼ばれるオプ

シ ョ ンがあり、 特定のテーブルを リ ス ト ア し、 指定されたテーブルの名前を変更する こ とができます。

TTSバッ クア ッ プを リ ス ト アする際は、 次の制限事項に注意し て く だ さい。

• サーバーとの接続が確立されている必要があるため、 リ ス ト ア先のMySQL Serverが稼働し ている こ と を

確認し て く だ さい。

• リ ス ト ア し ているテーブルがリ ス ト ア先のサーバーに存在し ないこ と を確認し て く だ さい。

• バッ クア ッ プを実行し たオ リ ジナルのMySQLサーバーで使用されているページ ・ サイズと同じページ ・

サイズがリ ス ト ア先のサーバーで使用されている こ と を確認し て く だ さい。

• リ ス ト ア先のサーバーで、 Innodb_file_per_tableオプシ ョ ンが有効になっている こ と を確認し て く だ さ

い。

• リ ス ト ア し ているInnoDBフ ァ イル （.ibdフ ァ イル） がリ ス ト ア先サーバーのinnodb_file_format変数の値

と一致し ない場合、 リ ス ト アは失敗し ます。

詳し く は、 https://dev.mysql.com/doc/mysql-enterprise-backup/4.0/en/restore-use-tts.htmlを参照し て く だ さい。

重要 ： TTSのバッ クア ッ プまたはリ ス ト アを使用する場合、 機能が限られているため、 QuestではTTSの使

用は慎重を期すこ と を勧告し ています。
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MySQLにおけるデータのリ ス ト ア
Plug-in for MySQLを使って標準リ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

• MySQL Standard/Community用リ ス ト ア ・ シナ リ オ例

• MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ シナリ オ例

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

リ ス ト アの対象と し て選択可能な最初のノ ー ドは、 リ カバーするバッ クア ッ プのタ イプに基づいて異な
り ます ：

▪ フル ・ バッ クア ッ プまたは個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ ： ルー ト ・

ノ ー ドが ［全てのデータベース］ と し て表示されます。 これは、 実際のデータベース/テーブル ・

データがバッ クア ッ プに含められたからです。

▪ 増分または差分バッ クア ッ プ ： ルー ト ・ ノ ー ドは ［バイナリ ・ ログ］ と し て表示されます。 これ
は、 この形式のバッ クア ッ プに、 前のバッ クア ッ プの実行以降に行われた ト ラ ンザクシ ョ ン （バ
イナリ ・ ログ） が含まれているからです。

7 アイテム別のリ ス ト アを行う には、 ルー ト ・ ノ ー ド をダブルク リ ッ ク し て開き、 バッ クア ッ プに含めら
れた個々のデータベースを表示し ます。

また、 個々のデータベースを開いて、 テーブルを表示し選択する こ と もできます。

重要 ： ルー ト ・ ノ ー ドは ［全てのデータベース］ とい う名前ですが、 ターゲッ ト のMySQL
イ ンス タ ンスに対し て現存するデータベースをすべて包括し ていません。 このノ ー ド を選択
する と、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ と し て実際に選択されたデータ ・ アイテムのみがリ ス ト ア さ
れます （つま り、 リ ス ト ア対象と し てこのノ ー ド を選択する と、 MySQLイ ンス タ ンス内に

現存するすべてのデータベースはリ ス ト ア されず、 単にバッ クア ッ プに含めたデータベース
のみがリ ス ト ア されます）。

重要 ： MySQLは、 データベース情報の格納にさ まざまなフ ァ イル形式を使用し ます。 リ ス ト ア し た

データベースが確実に機能するよ う、 必ずリ ス ト ア ・ プロセスに.frmフ ァ イルを含めるよ う確認し

て く だ さい。
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リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
［MySQL Standard/Community］ または ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのいずれを使用するか

によ って、 ［オプシ ョ ン］ タ ブに各オプシ ョ ンが表示されます。

• MySQL Standard/Community用リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

MySQL Standard/Community用リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［特定時点リ カバ
リ を可能にする］ タ ブおよび ［リ ス ト ア先］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。 リ ス ト アに選択されたバッ
クア ッ プ ・ タ イプによ って、 さ まざまなオプシ ョ ンが表示されます。

• フルまたは個々のデータベース ・ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

• 増分または差分データベース ・ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

フルまたは個々のデータベース ・ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

フル ・ バッ クア ッ プまたは個別データベース/テーブルのコ ピーのみバッ クア ッ プのいずれかを リ ス ト アするに

は、 以下の手順に従います。

1 以下のガイ ド ラ イ ンを利用し て、 ［リ カバリ時］ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログでPITリ カバリ を実行する］ ： MySQLサーバー上のMySQLバイナ リ ・ ロ

グ ・ デ ィ レ ク ト リ に保持されているバイナ リ ・ ログを使用し て、 選択し たデータ ・ オブジ ェ ク ト
について特定時点形式のリ ス ト アを実行する場合に選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、
このタ ブ上のすべてのオプシ ョ ンが使用可能にな り ます。

▪ ［Point In Time （特定時点） タ イプ］ ： このセクシ ョ ンで特定時点リ カバリ に利用可能な形式を選

択し ます。

▫ ［時間に基づ く PIT］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を指

定し た時間へリ ス ト ア し ます （「時間に基づ く Point-in-Time （PIT） リ カバリ」 で詳説）。 こ

のオプシ ョ ンを選択する と、 ［時間に基づ く PITの詳細］ セクシ ョ ンが有効にな り ます。

▫ ［位置に基づ く PIT］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの直前に存在し た特定の停止位置へリ ス ト ア し ます （「位置に基づ く Point-in-Time
（PIT） リ カバリ」 で詳述）。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ［位置に基づ く PITの詳細］ セ

クシ ョ ンが有効にな り ます。

▪ ［時間に基づ く PITの詳細］ ： ［時間に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ンを

選択し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［中止日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24時間形式） を指定し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［開始日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24時間形式） を指定し ます。 特定の開始日と時刻に加え、 ト ラ ンザクシ ョ

ンの中止日と時刻を設定する こ と もできます。

- ［な し］ （デフ ォル ト ） ： 指定し た日付と時刻の後に実行されたすべての ト ラ ンザク
シ ョ ンを リ ス ト アする場合は、 このラジオ ・ ボタ ンを選択し たままにし ます。
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- ［具体的な日付］ ： 指定し た時間範囲に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンのみを含めるに
は、 このラジオ ・ ボタ ンを選択し ます。 付随する時刻および日付フ ィ ールド に目的
の中止時刻を入力し ます （24時間形式）。

▪ ［位置に基づ く PITの詳細］ ： ［位置に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ンを

選択し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンには、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

- ［停止位置］ ： このフ ィ ールド に、 バイナ リ ・ ログ内の不要な ト ラ ンザクシ ョ ンよ り
も前の位置を入力し ます。 た と えば、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置が805の場合、

804を入力し ます。

- ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ： このド ロ ッ プダウンを使用し て、 ［停止位置］
フ ィ ールド に指定し た停止位置が含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを選択し ま
す。 別のフ ァ イルが必要な場合 （またはこ こに目的のフ ァ イルが表示されない場
合）、 ［その他］ オプシ ョ ンを選択し、 付随するテキス ト ・ ボ ッ クスに目的のフ ァ イ
ル名を入力し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンにも、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

- ［開始位置］ ： このフ ィ ールド に、 バイナ リ ・ ログ内の不要な ト ラ ンザクシ ョ ンよ り
も後の位置を入力し ます。 た と えば、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置が805の場合、

806を入力し ます。

- ［開始位置を含むバイナリ ・ ログ］ ： このド ロ ッ プダウンを使用し て、 ［開始位置］
フ ィ ールド に指定し た開始位置が含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを選択し ま
す。 別のフ ァ イルが必要な場合 （またはこ こに目的のフ ァ イルが表示されない場
合）、 ［その他］ オプシ ョ ンを選択し、 付随するテキス ト ・ ボ ッ クスに目的のフ ァ イ
ル名を入力し ます。

- [停止位置] ： ［な し］ （デフ ォル ト 選択） － ［誤った／不良のSQLステー ト メ ン ト の

後に、 リ カバリ を可能にする］ に指定し た開始位置の後に実行されたすべての ト ラ
ンザクシ ョ ンを リ カバリするには、 このラジオ ・ ボタ ンを選択し たままにし ます。

- [停止位置] ： ［具体的な位置］ ： バイナリ ・ ログの特定の位置範囲に実行された ト ラ

ンザクシ ョ ンのみを含めるには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ［具体的な位置］
オプシ ョ ンに付随する フ ィ ールド に目的の停止位置を入力し、 ［終了位置を含むバ
イナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウン ・ リ ス ト で適切なバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを選択
し ます （別のフ ァ イルを使用する場合は、 このド ロ ッ プダウンから ［その他］ を選
択し、 付随するテキス ト ・ ボ ッ クスにフ ァ イル名を指定し ます）。 ［開始位置］ に指
定し た位置から ［具体的な位置］ フ ィ ールド に指定し た位置までの間に実行された
ト ラ ンザクシ ョ ンのみがリ ス ト アの対象と な り ます。

重要 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログと現在のバイナ リ ・ ログの両方に対し てPITリ カバリ

を有効にし た場合、 中止時刻が、 リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログまたは現在のバイナ リ ・ ロ
グのどち らにあるかを特定する必要はあ り ません。 MySQLは、 指定された時刻で自動的に

中止/開始し、 指定された最終的な中止時点よ り後のバイナリ ・ ログをすべて無視し ます。 

 
これらのオプシ ョ ンを両方有効にする こ と もできます。 特定の時間範囲に不要な ト ラ ンザク
シ ョ ンが実行された場合は、 これらのオプシ ョ ンを両方使用し ます。 た と えば、 2011年1月

29日の午前11:00から午前11:15までの間に収集されたデータが不要の場合、 ［誤った/不良の

SQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを有効にし、 ［中止日/時
間］ と し て11:00 － 2011年1月29日を入力し ます。 また、 ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン

ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを選択し、 ［開始日/時間］ と し て 「11:15」 － 
「2007年1月29日」 を入力し ます。 この結果、 2011年1月29日の11:00から11:15までの間に実

行されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ ス ト アから除外されます。
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2 以下のガイ ド ラ イ ンに従い、 ［リ ス ト ア先］ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 同一MySQLイ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： リ ス ト アのターゲッ ト がバッ クア ッ プ さ

れた元のイ ンス タ ンス と同じ場合には、 これらのフ ィ ールド はブ ラ ン クのままにし ます。
NetVault Backupは ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス内の値セ ッ ト を使用し ます。 詳細は、 「プラグ

イ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

▪ 別のMySQLイ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： 選択し たデータのリ ス ト アを別のイ ンス

タ ンスへ移動する場合には、 新しいイ ンス タ ンスへのリ ス ト ア ・ アクセスを許可するために
［ユーザー名］ と ［パスワー ド］ の各フ ィ ールド にログイ ン情報を入力する必要があ り ます。 さ ら
に、 新しいイ ンス タ ンスに設定されたNetVault Backup名を ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド に入力

し ます （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［MySQLイ ンス タ ンス名］ に設定し た名前を入力し ま

す。 詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい）。

増分または差分データベース ・ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

増分または差分バッ クア ッ プのいずれかを リ ス ト アするには、 以下の手順に従います。

1 以下のガイ ド ラ イ ンを利用し て、 ［リ カバリ時］ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： 選択し たデータ ・ アイテムについて特定時点形式のリ ス ト アを実行す

るには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 このタ ブ上のすべてのオ
プシ ョ ンが使用可能にな り ます。

増分および差分リ ス ト アでは、 リ ス ト アを完了するためにバイナ リ ・ ログが使用されます。 この
ため、 この形式のバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合は、 選択し たデータベースに関連するバイナ
リ ・ ログをどのよ う にリ カバリするかを決定し ます。 以下の方法の1つを選択し ます。

▫ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使
用される）］ ： 1つのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブで、 バッ クア ッ プ ・ デバイスからのバイナ リ ・ ログ

を リ ス ト ア し、 かつバイナリ ・ ログに記録された ト ラ ンザクシ ョ ンを適用する場合に選択
し ます。 現在MySQLバイナ リ ・ ログ ・ デ ィ レ ク ト リ に保存されているバイナ リ ・ ログを使

用し て特定時点リ カバリ を実行する場合、 ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ
クスを選択し ます。 このプロセスは、 増分/差分バッ クア ッ プに保存されたバイナリ ・ ログ

の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト ア し て適用し た後に実行されます。

▫ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： この
バイナリ ・ ログのリ ス ト ア方法を選択し た場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブによ って、 選択し た増
分/差分バッ クア ッ プに関連するバイナリ ・ ログがMySQLサーバー上のテンポラ リ ・ デ ィ

レ ク ト リ （「NETVAULT_HOME/tmp/MySQL/」） にリ ス ト ア されます。 このオプシ ョ ンに

よ り、 mysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 リ カバリ されたログを調べ、 データが損

傷し た時刻/位置を特定できるよ う にな り ます。

重要 ： これらのオプシ ョ ンを両方有効にする こ と もできます。 特定の位置範囲に不要な ト ラ
ンザクシ ョ ンが実行された場合は、 これらのオプシ ョ ンを両方使用し ます。 た と えば、 位置
805から位置810までの間に収集されたデータに不要な ト ラ ンザクシ ョ ンが含まれている場

合、 ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを有効

にし、 ［停止位置］ と し て805を入力し てから、 付随するオプシ ョ ンで、 バイナリ ・ ログ ・

フ ァ イルを呼び出すよ う設定し ます。 また、 ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ

カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを有効にし、 ［開始位置］ と し て810を入力し てから、 付

随するオプシ ョ ンで、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルを呼び出すよ う 設定し ます。 この結果、 指
定し たバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルの805から810までの間に記録されたすべての ト ラ ンザク

シ ョ ンがリ ス ト アから除外されます。 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの
位置よ り大きい任意の数値ではな く 、 バイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位
置を指定する必要があり ます。

重要 ： リ ス ト アを別のMySQLイ ンス タ ンスへ移動する前に、 「異なるMySQLサーバーへの

リ ス ト ア」 を参照し て詳細な手順を確認する必要があ り ます。
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▫ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 前回、 ［テンポラ リ ・ デ ィ
レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ オプシ ョ ンを使用し、
mysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用し て リ ス ト アから除外する損傷データの時刻/位置を特

定し た場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このプロセスによ り、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク
ト リ にリ ス ト ア されたバイナリ ・ ログが適用されます。 現在MySQLバイナ リ ・ ログ ・ デ ィ

レ ク ト リ に保存されているバイナリ ・ ログを使用し て特定時点リ カバリ を実行する場合、
［現在のバイナリ ・ ログを含む］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このプロセスは、 テン
ポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に保存されているバイナ リ ・ ログの ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト ア し
て適用し た後に実行されます。

▪ ［Point In Time （特定時点） タ イプ］ ： ［PITリ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを有効にし た場合、

利用可能なPITリ カバリ形式を選択し ます。

▫ ［時間に基づ く PIT］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を指

定し た時間へリ ス ト ア し ます （「時間に基づ く Point-in-Time （PIT） リ カバリ」 で詳説）。 こ

のオプシ ョ ンを選択する と、 ［時間に基づ く PITの詳細］ セクシ ョ ンが有効にな り ます。

▫ ［位置に基づ く PIT］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの直前に存在し た特定の停止位置へリ ス ト ア し ます （「位置に基づ く Point-in-Time
（PIT） リ カバリ」 で詳述）。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ［位置に基づ く PITの詳細］ セ

クシ ョ ンが有効にな り ます。

▪ ［時間に基づ く PITの詳細］ ： ［時間に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ンを

選択し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［中止日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24時間形式） を指定し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［開始日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24時間形式） を指定し ます。 特定の開始日と時刻に加え、 ト ラ ンザクシ ョ

ンの中止日と時刻を設定する こ と もできます。

- ［な し］ （デフ ォル ト ） ： 指定し た日付と時刻の後に実行されたすべての ト ラ ンザク
シ ョ ンを リ ス ト アする場合は、 このラジオ ・ ボタ ンを選択し たままにし ます。

- ［具体的な日付］ ： 特定の時間範囲に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンのみを含めるに
は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 付随する時刻および日付フ ィ ールド に目的の中
止時刻を入力し ます （24時間形式）。

▪ ［位置に基づ く PITの詳細］ ： ［位置に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ンを

選択し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンには、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

重要 ： これらのオプシ ョ ンを両方有効にする こ と もできます。 特定の時間範囲に不要な ト ラ
ンザクシ ョ ンが実行された場合は、 これらのオプシ ョ ンを両方使用し ます。 た と えば、 2011
年1月29日の午前11:00から午前11:15までの間に収集されたデータが不要の場合、 ［誤った/
不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを有効にし、 ［中止

日/時間］ と し て11:00 － 2011年1月29日を入力し ます。 また、 ［誤った/不良のSQLステー ト

メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを選択し、 ［開始日/時間］ と し て11:15 
－ 2007年1月29日を入力し ます。 この結果、 2011年1月29日の11:00から11:15までの間に実

行されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ ス ト アから除外されます。
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- ［停止位置］ ： このフ ィ ールド に、 バイナ リ ・ ログ内の不要な ト ラ ンザクシ ョ ンよ り
も前の位置を入力し ます。 た と えば、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置が805の場合、

804を入力し ます。

- ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ： このド ロ ッ プダウンを使用し て、 ［停止位置］
フ ィ ールド に指定し た停止位置が含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを選択し ま
す。 別のフ ァ イルが必要な場合 （またはこ こに目的のフ ァ イルが表示されない場
合）、 ［その他］ オプシ ョ ンを選択し、 付随するテキス ト ・ ボ ッ クスに目的のフ ァ イ
ル名を入力し ます。

▫ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンにも、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

- ［開始位置］ ： このフ ィ ールド に、 バイナ リ ・ ログ内の不要な ト ラ ンザクシ ョ ンよ り
も後の位置を入力し ます。 た と えば、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置が805の場合、

806を入力し ます。

- ［開始位置を含むバイナリ ・ ログ］ ： このド ロ ッ プダウンを使用し て、 ［開始位置］
フ ィ ールド に指定し た開始位置が含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを選択し ま
す。 別のフ ァ イルが必要な場合 （またはこ こに目的のフ ァ イルが表示されない場
合）、 ［その他］ オプシ ョ ンを選択し、 付随するテキス ト ・ ボ ッ クスに目的のフ ァ イ
ル名を入力し ます。

- [停止位置] ： ［な し］ （デフ ォル ト ） ： ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ

カバリ を可能にする］ に指定し た開始位置の後に実行されたすべての ト ラ ンザク
シ ョ ンを リ カバリするには、 このラジオ ・ ボタ ンを選択し たままにし ます。

- [停止位置] ： ［具体的な位置］ ： バイナリ ・ ログの特定の位置範囲に実行された ト ラ

ンザクシ ョ ンのみを含めるには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 ［具体的な位置］
オプシ ョ ンに付随する フ ィ ールド に目的の停止位置を入力し、 ［終了位置を含むバ
イナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウン ・ リ ス ト で適切なバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを選択
し ます （別のフ ァ イルを使用する場合は、 このド ロ ッ プダウンから ［その他］ を選
択し、 付随するテキス ト ・ ボ ッ クスにフ ァ イル名を指定し ます）。 ［開始位置］ に指
定し た位置から ［具体的な位置］ フ ィ ールド に指定し た位置までの間に実行された
ト ラ ンザクシ ョ ンのみがリ ス ト アの対象と な り ます。

2 以下のガイ ド ラ イ ンに従い、 ［リ ス ト ア先］ サブ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

このタ ブには、 ［リ ス ト ア先詳細］ セクシ ョ ンが表示されます。 このフ ィ ールド にアカウン ト 情報を入力
し て、 MySQLのターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスへのリ ス ト ア ・ アクセスを許可し ます。 必要な リ ス ト ア ・ タ

イプに応じ て、 以下のよ う にオプシ ョ ンを使用し ます。

▪ 同一MySQLイ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： リ ス ト アのターゲッ ト がバッ クア ッ プ さ

れた元のイ ンス タ ンス と同じ場合には、 これらのフ ィ ールド はブ ラ ン クのままにし ます。
NetVault Backupは ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス内の値セ ッ ト を使用し ます。 詳細は、 「プラグ

イ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

重要 ： これらのオプシ ョ ンを両方有効にする こ と もできます。 特定の位置範囲に不要な ト ラ
ンザクシ ョ ンが実行された場合は、 これらのオプシ ョ ンを両方使用し ます。 た と えば、 位置
805から位置810までの間に収集されたデータに不要な ト ラ ンザクシ ョ ンが含まれている場

合、 ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを有効

にし、 ［停止位置］ と し て805を入力し てから、 付随するオプシ ョ ンで、 バイナリ ・ ログ ・

フ ァ イルを呼び出すよ う設定し ます。 また、 ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ

カバリ を可能にする］ オプシ ョ ンを有効にし、 ［開始位置］ と し て810を入力し てから、 付

随するオプシ ョ ンで、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルを呼び出すよ う 設定し ます。 この結果、 指
定し たバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルの805から810までの間に記録されたすべての ト ラ ンザク

シ ョ ンがリ ス ト アから除外されます。 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの
位置よ り大きい任意の数値ではな く 、 バイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位
置を指定する必要があり ます。
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▪ 別のMySQLイ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： 選択し たデータのリ ス ト アを別のイ ンス

タ ンスへ移動する場合には、 新しいイ ンス タ ンスへのリ ス ト ア ・ アクセスを許可するために
［ユーザー名］ と ［パスワー ド］ の各フ ィ ールド にログイ ン情報を入力する必要があ り ます。 さ ら
に、 新しいイ ンス タ ンスに設定されたNetVault Backup名を ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド に入力

し ます （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［MySQLイ ンス タ ンス名］ に設定し た名前を入力し ま

す。 詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい）。

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設

定
［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［オプシ ョ ン］ タ
ブで適切なパラ メ ータ を設定し ます。

• ［フル ・ リ ス ト ア］ ： 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Rawフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し てTempデ ィ レ ク ト リ内に準備済み

フル ・ バッ クア ッ プを生成］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを選択し て、 MySQLサーバーの

データ ・ リ ポジ ト リ ・ デ ィ レ ク ト リ階層に対応する一時位置へフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し
ます。 このオプシ ョ ンを使用する場合は、 どのバッ クア ッ プを リ ス ト アするか識別し ている こ と
が前提です。 まだの場合は、 以下の2つのオプシ ョ ンを使用する こ とができます。

▪ ［フル ・ バッ クア ッ プ ・ イ メ ージをTempフ ァ イルに リ ス ト ア］ ： バッ クア ッ プのコ ンテンツを リ ス

ト し て、 次のオプシ ョ ンを実行する必要があるか識別する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Tempフ ァ イルからRawフル ・ バッ クア ッ プを抽出し、 ログを適用し てTempデ ィ レ ク ト リ内に準

備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成］ ： 前述のオプシ ョ ンを使用し た結果について、 どのバッ クア ッ
プを リ ス ト アする必要があるか識別するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンに
よ り、 フル ・ バッ クア ッ プがM ｙ SQLサーバーのデータ ・ リ ポジ ト リ ・ デ ィ レ ク ト リ階層に対応

する一時格納場所へリ ス ト ア されます。

▪ ［MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル バッ クア ッ プをMySQLサーバー ・ リ ポジ ト

リへコ ピー ・ バッ ク］ （標準のフル ・ リ ス ト アで使用可能なオプシ ョ ン） ： MySQLサーバーを

シャ ッ ト ダウン し、 リ ス ト ア済みコ ンテンツを一時格納場所から元の位置へコ ピー ・ バッ クする
準備が整った際、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［準備が整ったフル ・ バッ クア ッ プをMySQL Serverのリ ポジ ト リ にコ ピーし て戻す］ （TTSフル ・

リ ス ト アで使用可能なオプシ ョ ン） ： リ ス ト ア し たコ ンテンツを一時的な格納場所から元の場所に
コ ピーし て戻す場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 次の2つのオプシ ョ ン も使用できます。

▫ ［テーブルを含める］ ： 部分的な リ ス ト アを実行する場合は、 このフ ィ ールド に正規表現を
入力し て、 リ ス ト アに含めるテーブルの命名パターンを説明し ます。 このフ ィ ールド を入
力する と、 プ ラグイ ンは 「--include-tables」 のMySQLコマン ド を実行し ます。

▫ ［テーブルの名前を変更する］ ： ［テーブルを含める］ フ ィ ールド を記入し て リ ス ト アする
テーブルを指定し た場合、 このフ ィ ールド を使って指定し たテーブルのう ち1テーブルの

名前を変更する こ とができます。 テーブルの名前を変更するには、 original_name to 
new_nameの式を使用し ます。 このフ ィ ールド を記入する と、 プ ラグイ ンは 「--rename」

のMySQLコマン ド を実行し ます。

重要 ： リ ス ト アを別のMySQLイ ンス タ ンスへ移動する前に、 「異なるMySQLサーバーへの

リ ス ト ア」 を参照し て詳細な手順を確認する必要があ り ます。

重要 ： リ ス ト アを実行する前に、 ［MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンを使用し て作成されたフ

ル ・ バッ クア ッ プ内に含まれるすべてのデータ を （少な く と も一時的に） 格納するのに十分な空き容量が
デフ ォル ト のNetVault BackupのTempデ ィ レ ク ト リ にある こ と を確認し ます。 ［一般］ オプシ ョ ンを使用し

て、 十分な空き容量を持つ格納場所にデフ ォル ト 設定を変更する こ とができ、 これによ り マ ッ プ済みド ラ
イブやネ ッ ト ワーク ・ フ ァ イル ・ システム （NFS）、 またはSMBマウン ト 等も使用できるよ う にな り ます。

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［設定変更］ を ク リ ッ ク し、 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し、 次に ［システム
およびセキュ リ テ ィ ］ セクシ ョ ンの ［一般］ を ク リ ッ ク し ます。
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▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージの検証］ ： 抽出し たデータに対し て検証コマン ドの実行を本プ ラグイ ン
に指示する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージのリ ス ト ］ ： 出力ログ内のバッ クア ッ プ ・ コ ンテンツを リ ス ト するには、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ［増分リ ス ト ア］ ： 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 Tempデ ィ レ ク ト リ内の準備済みフル ・ バッ クア ッ プに

適用］ （デフ ォル ト 選択） ： 増分バッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
このオプシ ョ ンを使用する場合は、 どのバッ クア ッ プを リ ス ト アするか識別し ている こ とが前提
です。 まだの場合は、 以下の2つのオプシ ョ ンを使用する こ とができます。

▪ ［増分バッ クア ッ プ ・ イ メ ージをTempフ ァ イルに リ ス ト ア］ ： バッ クア ッ プのコ ンテンツを リ ス ト

し て、 次のオプシ ョ ンを実行する必要があるか識別する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Tempフ ァ イルから増分バッ クア ッ プを抽出し、 ログを適用し てTempデ ィ レ ク ト リ内に準備済み

フル ・ バッ クア ッ プを生成］ ： 前述のオプシ ョ ンを使用し た結果について、 どのバッ クア ッ プを リ
ス ト アする必要があるか識別するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プをMySQLサーバー ・ リポジ

ト リへコ ピー ・ バッ ク］ ： MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 リ ス ト ア済みコ ンテンツを一時

格納場所から元の位置へコ ピー ・ バッ クする準備が整った際、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージの検証］ ： 抽出し たデータに対し て検証コマン ドの実行を本プ ラグイ ン
に指示する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージのリ ス ト ］ ： 出力ログ内のバッ クア ッ プ ・ コ ンテンツを リ ス ト するには、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべてのNetVault Backupプラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

重要 ： ［MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル バッ クア ッ プをMySQLサー

バー ・ リ ポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ンを使用し て リ ス ト アするTTSバッ クア ッ プ

を選択する と、 [リ ス ト アの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで選択し た項目は無視されます。

プ ラグイ ンは[テーブルを含める］ フ ィ ールド で指定し たテーブルおよび対応するデータ

ベースのみを リ ス ト ア し ます。

重要 ： ターゲッ ト OSのフ ァ イル名と し てサポー ト されていない特殊文字を使用し ないよ う注意し

て く だ さい。 た と えば、 Windowsでは/、 \、 *、 @などの文字は使用できません。 これは、

Plug-in for MySQLがデータ を一時的にリ ス ト アするために、 ［ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル］ と同じ名前の

フ ォルダを作成し よ う とするからです。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。
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4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

MySQL Standard/Community用リ ス ト ア ・ シナ

リ オ例
障害またはデータ損傷から正し く リ カバリするには、 ジ ョ ブの設定時に、 リ ス ト ア対象と し て選択するデータお
よび ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ンに関し て さ まざまな設定を行う 必要があ り ます。 以降の ト ピ ッ クでは、 さ
まざまな タ イプのリ カバリ例を示し、 必要と なるオプシ ョ ンについて説明し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみによる リ ス ト ア ・ シナリ オ

• フルおよび増分バッ クア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

• フルおよび差分バッ クア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

• MIXEDバイナ リ ・ ログ形式使用時のPITリ ス ト ア とデータベースを横断し た更新の実行

フル ・ バッ クア ッ プのみによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ
以下の例で、 MySQL管理者は毎晩午後11 ： 00にフル･バッ クア ッ プを実行するバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを設定し

ま し た。

フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア と時間に基づ く 特定時点リ カバリ

データベース管理者は月曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の月
曜日午前6:00に開発者が無意識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なってい

る こ とが判明し ま し た。

方法1 ： 誤ったステー ト メ ン ト の前を リ カバリする

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 つま り、 データベース管理者は日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し、 現在のバイナ
リ ・ ログを使用し てPITリ カバリ を実行する必要があ り ます。

1 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログでPITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式

と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

重要 ： MySQL Enterpriseバッ クア ッ プをLinuxまたはUNIX環境で使用し ている場合は、 リ ス ト ア し

たデータのフ ァ イル所有権とパー ミ ッ シ ョ ン情報がデータ をバッ クア ッ プする前の状態と一致し て
いるか確認し ます。 Mysqlbackupユーテ ィ リ テ ィ は、 バッ クア ッ プ ・ プロセス中、 データのフ ァ イ

ル所有権とパー ミ ッ シ ョ ン情報については記録し ないため、 リ ス ト アが完了し た後、 これらの情報
が異なる場合があり ます。 詳し く は、 https://docs.oracle.com/cd/E17952_01/mysql-enterprise-
backup-3.11-en/bugs.backup.htmlを参照し て く ださい。
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▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「5:59」、 「2007年1月8日」 （月曜日の日付の午前6:00の1分前） に設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2 ： 誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前および後を リ カバリする

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後の特定時点から現在のバイナ リ ・ ログの最後まで、 残りの

テーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加
え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。

1 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログでPITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式

と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「5:59」、 「2007年1月8日」 （月曜日の日付の午前6:00の1分前） に設定し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Orderテーブルの削除後に

実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の時
刻と日付を ［開始日/時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 指定し たバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イ

ルを最後まで リ カバリするために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択
し ま し た。

フル ・ リ ス ト ア と位置に基づ く 特定時点リ カバリ

データベース管理者は月曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の月
曜日午前6:00に開発者が無意識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なってい

る こ とが判明し ま し た。

方法1 ： 誤ったステー ト メ ン ト の前を リ カバリする

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 この
こ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、
データベース管理者は日曜日のフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し、 現在のバイナ リ ・ ログを使用し てPITリ カバ

リ を実行する必要があり ます。

1 ［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop 
table SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この

処理の手順およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参

照し て く だ さい）。 この処理で、 データベース管理者はdrop tableステー ト メ ン ト がMYSQLSVR-
bin.000009バイナリ ・ ログの805の位置にある こ と を特定し ま し た。

2 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

3 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログでPITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式

と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。
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▪ ［位置に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を 「804」 （mysqlbinlogで特定し た位置の前の位置） に設定し ます。 ［終了位置を含

むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを ［OTHER FILE］ に設定し、 ターゲッ ト ・ バイナリ ・ フ ァ

イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

4 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2 ： 誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前および後を リ カバリする

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナリ ・ ログの最後まで、 残りのテー

ブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加え、
可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の
推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く
リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は日曜日のフル ・ バッ ク
ア ッ プを リ ス ト ア し、 現在のバイナリ ・ ログを使用し てPITリ カバリ を実行する必要があ り ます。

1 ［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop 
table SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この

処理の手順およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参

照し て く だ さい）。 この処理で、 データベース管理者はdrop tableステー ト メ ン ト がMYSQLSVR-PM-
bin.000009バイナリ ・ ログの805の位置にある こ と を特定し ま し た。

2 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

3 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログでPITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式

と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［位置に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を 「804」 （mysqlbinlogで特定し た位置の前の位置） に設定し ます。 ［終了位置を含

むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを ［OTHER FILE］ に設定し、 ターゲッ ト ・ バイナリ ・ フ ァ

イルの名前 （MYSQLSVR-PM-bin.000009など） をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［開始位置］ を 「806」 （mysqlbinlogで特定し た位置の後の位置） に設定し ます。 ［開始位置を含

むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを ［OTHER FILE］ に設定し、 ターゲッ ト ・ バイナリ ・ フ ァ

イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。 最後に、 指

定し たバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な
し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

4 ジ ョ ブを開始し ます。

重要 ： 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置よ り大きい任意の数値では
な く 、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位置を指定し て く だ さい。

重要 ： 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置よ り大きい任意の数値では
な く 、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位置を指定し て く だ さい。
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フルおよび増分バッ ク ア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ
DBAはフル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の午後11時に、 増分バッ ク ア ッ プを月～土曜の午後11時に実行するバッ

クア ッ プ ・ ポリ シーを作成し ま し た。 DBAは増分バッ クア ッ プを実行し ているため、 各増分バッ クア ッ プの実行

後バイナリ ・ ログは削除されます。 このプロセスによ り、 全体的なバッ クア ッ プ時間は短 く な り ますが、 リ ス ト
アにはよ り多 く の時間と手順が必要にな り ます。

フルおよび増分リ ス ト アのみ

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の木
曜日午前に開発者が無意識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ

とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 最後の増分バッ クア ッ プ、 つま り水曜日の夜に実行されたバッ クア ッ プの時点までを完
全にリ カバリする こ と を決定し ま し た。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 水曜日からの増分リ ス ト ア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

フル ・ リ ス ト ア と時間に基づ く 特定時点リ カバリ

以降の例では、 フル/増分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者はデータ を特定時点に

リ カバリ し よ う と考えています。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
45



方法1 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前を リ カ

バリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が水曜日の午後8:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「19:59」、 「2007年1月10日」 （水曜日の日付の午後8:00の1分前） に設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。
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方法2 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前および

後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 午後8:00にDrop Tableコ マン ドが実行された直前の特定時点まで リ カバリする こ と を決

定し ま し た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナリ ・ ログの

最後まで、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除さ
れたテーブルに加え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、 以下
の手順を実行し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「19:59」、 「2007年1月10日」 （水曜日の日付の午後8:00の1分前） に設定し ます。
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▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Orderテーブルの削除後に

実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の時
刻と日付を ［開始日/時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 バッ クア ッ プに含まれるバイナ

リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジ
オ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前6:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てからDrop Tableコマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。
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▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「5:59」、 「2007年1月11日」 （月曜日の日付の午前6:00の1分前） に設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法4 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前および後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナリ ・ ログの最後まで、 残りのテー

ブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加え、
可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。
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▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てからDrop Tableコマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「5:59」、 「2007年1月11日」 （月曜日の日付の午前6:00の1分前） に設定し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Orderテーブルの削除後に

実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の時
刻と日付を ［開始日/時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 現在のバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イル

を最後まで リ カバリするために、 ［中止日/時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ オプシ ョ ンを選択し ま し

た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

フル ・ リ ス ト ア と位置に基づ く 特定時点リ カバリ

以降の例では、 フル/増分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者は、 よ り確実な方法で

時刻を特定し、 データ を特定時点にリ カバリ し よ う と考えています。 このリ カバリは、 MySQLバイナ リ ・ ログ ・

フ ァ イル内で特定し た位置の値を使用し て行います。

方法1 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前を リ カ

バリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 この
こ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、
データベース管理者は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月曜日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを
リ ス ト ア し てから、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て位置に基づ く PITリ カバリ を実行する必要

があり ます。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。
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手順4 ： バッ ク ア ッ プ されたバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア し て誤ったSQLステー ト メ ン ト の位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 このプロセスによ り、 データベース管理者はログで、 Ordersテーブルが削除さ

れた時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： 水曜日の夜
の増分バッ クア ッ プに含まれるバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルについて リ ス ト アのみを実行するため
に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PITの詳細］ セクシ ョ ンの

その他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順5 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログでDrop Tableコマン ドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop tableステー ト メ ン ト が、 MySQLサーバーのテンポラ リ ・ ロケーシ ョ

ンにリ ス ト ア されたMYSQLSVR-bin.000009バイナ リ ・ ログの805の位置にある こ と を特定し ま し た （また、 こ

れらの両方の値を メ モ し ま し た）。

手順6 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルでDrop Tableコマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位置の

前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し て、 テ
ンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-bin.000009）

を選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。
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方法2 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前および

後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナリ ・ ログの最後ま

で、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 また、 開発者がテーブルを
削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者
は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は、 日曜日
のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月曜日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し てから、 水曜日に実
行された増分バッ クア ッ プを使用し て位置に基づ く PITリ カバリ を実行する必要があ り ます。 以下にこのプロセ

スを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： バッ ク ア ッ プ されたバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア し て誤ったSQLステー ト メ ン ト の位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 この手順によ り、 データベース管理者はログで、 Ordersテーブルが削除された

時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。
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▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： 水曜日の夜
の増分バッ クア ッ プに含まれるバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルについて リ ス ト アのみを実行するため
に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PITの詳細］ セクシ ョ ンの

その他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順5 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログでDrop Tableコマン ドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop tableステー ト メ ン ト が、 MySQLサーバーのテンポラ リ ・ ロケーシ ョ

ンにリ ス ト ア されたMYSQLSVR-bin.000009バイナ リ ・ ログの805の位置にある こ と を特定し ま し た （また、 こ

れらの両方の値を メ モ し ま し た）。

手順6 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルでDrop Tableコマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位置の

前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し て、 テ
ンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-bin.000009）

を選択し ま し た。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［開始位置］ を 「806」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位置の

後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し て、 テ
ンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-bin.000009）

を選択し ま し た。 最後に、 指定し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、
［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

重要 ： 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置よ り大きい任意の数値では
な く 、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位置を指定し て く だ さい。
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データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前6:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確
な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用
する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月曜
日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し てから、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使
用し て位置に基づ く PITリ カバリ を実行する必要があ り ます。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 現在のバイナ リ ・ ログでDrop Tableコ マン ド の位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者はdrop tableコマン ドが現在のバイナ リ ・ ログMYSQLSVR-bin.000009の805の

位置にある こ と を特定し ま し た。

手順5 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラグイ ンで使用するよ う指定
するために、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： データベース管理者はこのオプシ ョ ンを選択し、 NetVault 
Backupで現在のバイナ リ ・ ログも使用し て、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プの後に実行されたす

べてのデータベース ・ ト ラ ンザクシ ョ ンを適用するよ う 指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の
夜に増分バッ クア ッ プが完了し てからdrop tableコマン ド が発行されるまでの間に実行されたすべ

ての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ カバリ されます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を804 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位

置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

方法4 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前および後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前6:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確
な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用
する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月曜
日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し てから、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使
用し て位置に基づ く PITリ カバリ を実行する必要があ り ます。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 月曜日からの増分リ ス ト ア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： 火曜日からの増分リ ス ト ア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4 ： 現在のバイナ リ ・ ログでDrop Tableコ マン ド の位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者はdrop tableコマン ドが現在のバイナ リ ・ ログMYSQLSVR-bin.000009の805の

位置にある こ と を特定し ま し た。
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手順5 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラグイ ンで使用するよ う指定
するために、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： データベース管理者はこのオプシ ョ ンを選択し、 NetVault 
Backupで現在のバイナ リ ・ ログも使用し て、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プの後に実行されたす

べてのデータベース ・ ト ラ ンザクシ ョ ンを適用するよ う 指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の
夜に増分バッ クア ッ プが完了し てからdrop tableコマン ド が発行されるまでの間に実行されたすべ

ての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ カバリ されます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を804 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位

置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［開始位置］ を 「806」 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの

位置の後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。 最後に、 現在のバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カ
バリするために、 ［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

フルおよび差分バッ ク ア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ
DBAはフル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の午後11:00に、 差分バッ クア ッ プを月～土曜の午後11:00に実行する

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーを作成し ま し た。 DBAは差分バッ クア ッ プを実行するため、 このバッ クア ッ プの各

フ ォーム後にバイナリ ・ ログが保持されます。 そのため、 バッ クア ッ プは長 く な り ますが、 総合的な リ ス ト アは
高速にな り ます。

フルおよび差分リ ス ト アのみ

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の木
曜日午前に開発者が無意識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ

とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 最後の差分バッ クア ッ プ、 つま り水曜日の夜に実行されたバッ クア ッ プの時点までを完
全にリ カバリする こ と を決定し ま し た。

重要 ： 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置よ り大きい任意の数値では
な く 、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位置を指定し て く だ さい。
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手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 水曜日からの増分リ ス ト ア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： ［オプシ ョ ン］ タ ブのどのオプシ ョ ン も使
用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

フル ・ リ ス ト ア と時間に基づ く 特定時点リ カバリ

以降の例では、 フル/差分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者はデータ を特定時点に

リ カバリ し よ う と考えています。

方法1 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前を リ カ

バリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が水曜日の午後8:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「19:59」、 「2007年1月10日」 （水曜日の日付の午後8:00の1分前） に設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前および

後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 午後8:00にDrop Tableコ マン ドが実行された直前の特定時点まで リ カバリする こ と を決

定し ま し た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナリ ・ ログの

最後まで、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除さ
れたテーブルに加え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、 以下
の手順を実行し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「19:59」、 「2007年1月10日」 （水曜日の日付の午後8:00の1分前） に設定し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Orderテーブルの削除後に

実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の時
刻と日付を ［開始日/時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 リ ス ト ア し たバイナリ ・ ログ ・

フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ン
を選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前6:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てからDrop Tableコマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「5:59」、 「2007年1月11日」 （月曜日の日付の午前6:00の1分前） に設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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方法4 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前および後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナリ ・ ログの最後まで、 残りのテー

ブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加え、
可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 水曜日からの時間に基づ く PITリ ス ト ア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し てPITリ カバリ を指定し、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てからDrop Tableコマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［中止日/時間］ を 「5:59」、 「2007年1月11日」 （月曜日の日付の午前6:00の1分前） に設定し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Orderテーブルの削除後に

実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の時
刻と日付を ［開始日/時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 現在のバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イル

を最後まで リ カバリするために、 ［中止日/時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ オプシ ョ ンを選択し ま し

た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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フル ・ リ ス ト ア と位置に基づ く 特定時点リ カバリ

以降の例では、 フル/増分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者は、 よ り確実な方法で

時刻を特定し、 データ を特定時点にリ カバリ し よ う と考えています。 このプロセスは、 MySQLバイナ リ ・ ログ ・

フ ァ イル内で特定し た位置の値を使用し て行います。

方法1 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前を リ カ

バリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 この
こ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し
ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： バッ ク ア ッ プ されたバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア し て誤ったSQLステー ト メ ン ト の位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 このプロセスによ り、 データベース管理者はログで、 Ordersテーブルが削除さ

れた時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： このオプ
シ ョ ンを選択し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プに含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルについて
リ ス ト アのみを実行するよ う指定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PITの詳細］ セクシ ョ ンの

その他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログでDrop Tableコマン ドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop tableステー ト メ ン ト が、 MySQLサーバーのテンポラ リ ・ ロケーシ ョ

ンにリ ス ト ア されたMYSQLSVR-bin.000009バイナ リ ・ ログの805の位置にある こ と を特定し ま し た （また、 こ

れらの両方の値を メ モ し ま し た）。
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手順4 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された差分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルでDrop Tableコマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位置の

前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し て、 テ
ンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-bin.000009）

を選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログのみを使用し て誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前および

後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後8:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナリ ・ ログの最後ま

で、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 また、 開発者がテーブルを
削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者
は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： バッ ク ア ッ プ されたバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア し て誤ったSQLステー ト メ ン ト の位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 このプロセスによ り、 データベース管理者はログで、 Ordersテーブルが削除さ

れた時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： このオプ
シ ョ ンを選択し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プに含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルについて
リ ス ト アのみを実行するよ う指定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PITの詳細］ セクシ ョ ンの

その他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログでDrop Tableコマン ドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop tableステー ト メ ン ト が、 MySQLサーバーのテンポラ リ ・ ロケーシ ョ

ンにリ ス ト ア されたMYSQLSVR-bin.000009バイナ リ ・ ログの805の位置にある こ と を特定し ま し た （また、 こ

れらの両方の値を メ モ し ま し た）。

手順4 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルでDrop Tableコマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位置の

前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し て、 テ
ンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-bin.000009）

を選択し ま し た。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［開始位置］ を 「806」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位置の

後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し て、 テ
ンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-bin.000009）

を選択し ま し た。 最後に、 指定し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、
［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前6:00にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを リ

ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確
な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用
する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 現在のバイナ リ ・ ログでDrop Tableコ マン ド の位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者はdrop tableコマン ドがMYSQLSVR-bin.000009バイナリ ・ ログの805の位置に

ある こ と を特定し ま し た。

手順3 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された差分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

重要 ： 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置よ り大きい任意の数値では
な く 、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位置を指定し て く だ さい。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日の夜のフ
ル ・ バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、
日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ
リ ・ ログが含まれます。
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▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれていたバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラ
グイ ンで使用するよ う指定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 NetVault Backupで現在のバイナリ ・

ログを使用し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プの後に実行されたすべてのデータベース ・ ト ラ ン
ザクシ ョ ンを適用するよ う指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の夜に差分バッ クア ッ プが完了
し てからdrop tableコマン ドが発行されるまでの間に実行されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ カ

バリ されます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を804 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位

置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

方法4 ： リ ス ト ア されたバイナ リ ・ ログ と現在のバイナ リ ・ ログを使用し て誤った/不良のSQLステー

ト メ ン ト の前および後を リ カバリする

データベース管理者は木曜日の午前9 ： 00に、 ユーザーがOrdersテーブルで 「table not found （テーブルが見つ

かり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前6:00に開発者が無意

識のう ちにOrdersテーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop tableコマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Ordersテーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナリ ・ ログの最後まで、 残りのテー

ブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の
推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く
リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1 ： 日曜日からのフル ・ リ ス ト ア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2 ： 現在のバイナ リ ・ ログでDrop Tableコ マン ド の位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し てmysqlbinlogユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ないdrop table 
SQLステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順をNetVault Backupの外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQLリ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者はdrop tableコマン ドが現在のバイナ リ ・ ログMYSQLSVR-bin.000009の805の

位置にある こ と を特定し ま し た。

手順3 ： 位置に基づ く PITリ ス ト アを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された差分バッ クア ッ プを使用し てPIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

重要 ： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ
り ません。 差分バッ クア ッ プを実行するよ う選択する と、 毎晩のバッ クア ッ プに日曜日のフル ・
バッ クア ッ プ以降のバッ クア ッ プが累積されます。 つま り、 水曜日の夜のバッ クア ッ プには、 日曜
日のフル ・ バッ クア ッ プ以降に生成された月曜日、 火曜日、 および水曜日のすべてのバイナ リ ・ ロ
グが含まれます。
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2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PITリ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべてのオ

プシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれていたバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラ
グイ ンで使用するよ う指定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 NetVault Backupで現在のバイナリ ・

ログを使用し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プの後に実行されたすべてのデータベース ・ ト ラ ン
ザクシ ョ ンを適用するよ う指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の夜に差分バッ クア ッ プが完了
し てからdrop tableコマン ドが発行されるまでの間に実行されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ カ

バリ されます。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［停止位置］ を804 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの位

置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

▪ ［誤った/不良のSQLステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択し、

［開始位置］ を 「806」 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlogで特定し たDrop Tableコマン ドの

位置の後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。 最後に、 現在のバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カ
バリするために、 ［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

MIXEDバイナ リ ・ ログ形式使用時のPITリ ス ト ア とデータベー

スを横断し た更新の実行

前述し たよ う に、 環境内のユーザーおよびプログラムがUSEで選択し ていないデータベースのテーブルを変更

し、 データベースを横断する更新が実行された場合、 PITリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行し ても指定の時間に ト ラ ンザ

クシ ョ ンが再生されない可能性があり ます。 Questでは、 データベースを使用する全ユーザーおよびプログラム

によ って変更が加えられるテーブルはUSEで選択し たデータベース内に配置し、 データベースを横断する更新は

実行し ないこ と を推奨し ます。 このガイ ド ラ イ ンが環境に適さ ない場合は、 QuestではMIXEDのバイナ リ ・ ログ

形式を使用し ないこ と を勧告し ています。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［テーブル ・ フ ィ ルタ リ ング］ を ク リ ッ ク し、

［フ ィ ルタの編集］ を選択し ます。

重要 ： 停止位置と開始位置には、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置よ り大きい任意の数値では
な く 、 バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルに記録されている実際の位置を指定し て く だ さい。

重要 ：  サイ ト でMIXEDバイナ リ ・ ログ形式を使用する場合、 ベス ト プ ラ ク テ ィ スになら って、 データベー

スを使用する全ユーザーおよびプログラムによ って変更が加えられるテーブルはUSEで選択し たデータ

ベース内に配置し、 またデータベースを横断し た更新が実行されないよ う にし ている場合には、 この ト
ピ ッ クは該当し ません。 （詳し く は、 「MIXEDバイナ リ ・ ログ形式の使用」 を参照し て く ださい。） PITリ ス

ト ア ・ ジ ョ ブを実行する と、 バイナリ ・ ログがジ ョ ブで選択されたデータベースの指定ポイ ン ト に再生さ
れます。

重要 ： 次の手順では、 mysqlbinlogを 「--database」 オプシ ョ ンな し で使用し ます。 し たがって、 バイナ

リ ・ ログのすべての内容が適用され、 すべてのデータベースが変更されます。 この手順は、 代替のMySQL 
Serverに適用し、 代替のMySQLサーバーから目的のデータ を抽出する こ と を検討し て く だ さい。 次の手順

を実稼働用MySQL Serverに適用する と、 すべてのデータベースが指定ポイ ン ト にロールバッ ク されます。

MySQL Serverの全データベースを指定ポイ ン ト にロールバッ クするつも り でない限り、 この手順は実稼働

環境には適用し ないで く だ さい。
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3 [プラグイ ン タ イプ］ リ ス ト からPlug-in for MySQLを選択し ます。

4 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 バイナリ ・ ログのある増分または差分バッ クア ッ プを含むセーブセ ッ ト を
選択し、 [次へ]を ク リ ッ ク し ます。

5 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページのバイナリ ・ ログを選択し ます。

バイナリ ・ ログは、 MySQL Serverのすべてのデータベースで共通です。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

7 [リ カバリ時]タ ブで、 ［PITリ カバリ を実行する］ オプシ ョ ン と ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ

ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

バイナリ ・ ログが次の場所にあるテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に リ ス ト ア されます。
<NetVaultBackupInstallationDirectory>/tmp/mysql/<savesetName>

8 Mysqlbinlogのコ マン ド ・ プロンプ ト から手動でバイナリ ・ ログを適用する場合は、 次のよ う に入力し ま

す。

mysqlbinlog --stop-datetime="yyyy/mm/dd hh:mm:ss" 
"<NetVaultBackupInstallationDirectory>/tmp/mysql/<savesetName>" | 
mysql -u<user> -p<password>

例 ：

mysqlbinlog --stop-datetime="2018/06/06 15:09:00"
"/usr/netvault/tmp/mysql/MySQL 59 - DIFF - DIFFERENTIAL (Saveset 86) 15.17 06 
Jun 2017/mysql-bin.000038" | mysql -uroot -p<password>

9 リ ス ト アする必要がある複数の増分バッ クア ッ プを含むシーケンスを リ ス ト アする場合は、 この手順を
増分バッ クア ッ プご とに繰り返し ます。

別々の増分バッ クア ッ プのセーブセ ッ ト が別々のサブデ ィ レ ク ト リ に リ ス ト ア されます
（<NetVaultBackupInstallationDirectory>/Tmp/mysqlデ ィ レ ク ト リ配下）。 次に、 mysqlbinlogコマン ド

を各デ ィ レ ク ト リ で適用するか、 すべてのバイナ リ ・ ログを共通のデ ィ レ ク ト リ にコ ピーまたは移動し
てからmysqlbinlogを実行し ます。

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ シ

ナ リ オ例
障害またはデータ損傷から リ カバリするには、 ジ ョ ブの設定時に、 リ ス ト ア対象と し て選択するデータおよび
［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ンに関し て さ まざまな設定を行う必要があ り ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみによる リ ス ト ア ・ シナリ オ

• フルおよび増分バッ クア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

• TTSのみによる リ ス ト ア ・ シナリ オ

• LinuxおよびUNIX環境の場合の追加手順

フル ・ バッ クア ッ プのみによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ
1 リ ス ト アする準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成するには、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［Rawフル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し てTempデ ィ レ ク ト リ内に準備済みフル ・ バッ クア ッ プ

を生成］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

2 MySQLをシャ ッ ト ダウン し、 MySQLサーバー ・ リ ポジ ト リ に準備済みバッ クア ッ プを コ ピーするには、

［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを

MySQLサーバー ・ リ ポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

3 コマン ド ・ プロンプ ト で利用可能なコマン ド を入力し てMySQLを再起動し ます。
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フルおよび増分バッ ク ア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ
1 リ ス ト アする準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成するには、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［Rawフル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し てTempデ ィ レ ク ト リ内に準備済みフル ・ バッ クア ッ プ

を生成］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

2 必要な増分バッ クア ッ プを準備済みフル ・ バッ クア ッ プへ、 それらがバッ クア ッ プ された順に適用する
には、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 Tempデ ィ レ ク ト リ内の

準備済みフル ・ バッ クア ッ プに適用］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

3 MySQLをシャ ッ ト ダウン し、 MySQLサーバー ・ リ ポジ ト リ に準備済みバッ クア ッ プを コ ピーするには、

［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを

MySQLサーバー ・ リ ポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

4 コマン ド ・ プロンプ ト で利用可能なコマン ド を入力し てMySQLを再起動し ます。

TTSのみによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

1 リ ス ト アする準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成するには、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［Rawフル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し てTempデ ィ レ ク ト リ内に準備済みフル ・ バッ クア ッ プ

を生成］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

2 準備し たフル ・ バッ クア ッ プをMySQL Serverのリポジ ト リ にコ ピーし、 1テーブルの名前を変更するに

は、 次のジ ョ ブを開始し ます。

▪ ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［MySQLサーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ ク

ア ッ プをMySQLサーバー ・ リ ポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ン

▪ リ ス ト アに含めるテーブルを指定するため、 [テーブルを含める］ フ ィ ールド に入力し た正規表現

パターン

［テーブルに含める］ フ ィ ールドの例 ： database_name\

▪ ［テーブルの名前を変更する］ フ ィ ールド に入力し た名前変更の要求

［テーブルの名前を変更する］ フ ィ ールドの例 ： original_name to new_name

LinuxおよびUNIX環境の場合の追加手順

MySQL Enterpriseバッ クア ッ プをLinuxまたはUNIX環境で使用し ている場合は、 リ ス ト ア し たデータのフ ァ イル

所有権とパー ミ ッ シ ョ ン情報がデータ をバッ クア ッ プする前の状態と一致し ているか確認し ます。
Mysqlbackupスク リ プ ト は、 バッ クア ッ プ ・ プロセス中、 データのフ ァ イル所有権とパー ミ ッ シ ョ ン情報につ

いては記録し ないため、 リ ス ト アが完了し た後、 これらの情報が異なる場合があ り ます。 詳し く は、
https://docs.oracle.com/cd/E17952_01/mysql-enterprise-backup-3.11-en/bugs.backup.htmlを参照し て く だ さい。

高度なMySQL Standard/Community用リ

ス ト ア手順
この ト ピ ッ クでは、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ン用プラグイ ンを使用し て実行する こ とができ

るその他のリ ス ト ア操作について説明し ます。

• リ ス ト ア中にデータベース名を変更する

• 同じサーバー上の別のMySQLイ ンス タ ンスへリ ス ト アする

• 異なるMySQLサーバーへのリ ス ト ア
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リ ス ト ア中にデータベース名を変更する
NetVault Backupでは、 バッ クア ッ プ し たMySQLデータベースを選択し、 リ ス ト ア時に名前を変更し て、 既存の

データベースが上書き されないよ う設定する こ とができます。 このプロセスは、 既存のデータベースのコ ピーを
作成する場合に便利です。 このプロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

リ ス ト ア時の名前変更を実行する前に、 この操作に関する以下の既知の制限事項と想定される用途のリ ス ト を確
認する必要があり ます。

• 有効な リ ス ト ア ・ シーケンスは、 フル ・ バッ クア ッ プまたは個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみ

のバッ クア ッ プに制限されます。

• 増分および差分リ ス ト アの実行中に行う こ とはできません。

• 別のMySQLイ ンス タ ンスまたはMySQLサーバーへのリ ス ト ア と組み合わせて使用できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for MySQL］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 名前を変更するデータベースを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ
ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

3 ［名前変更/移動］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前変更］ ボ ッ クスに新しい名前を入力し て、 ［OK］ を ク

リ ッ ク し ます。

データベース ・ アイテムでは、 変更された名前情報が括弧内に表示されます。

4 「MySQLにおけるデータのリ ス ト ア」 の説明に従い、 リ ス ト アを続行し ます。

同じサーバー上の別のMySQLイ ンス タ ンスへリ ス

ト アする
この形式の移動リ ス ト アで、 Plug-in for MySQLのバッ クア ッ プを、 同じMySQLサーバー ・ マシンであるが、 そ

こで構成されたMySQLの別のイ ンス タ ンスへリ ス ト ア し ます。

図1. この形式のリ ス ト アでは、 1つのMySQLイ ンス タ ンスからバッ クア ッ プ されたデータ を別のイ ンス タ ンスへ

リ カバリ し ます。

このプロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

既知の制限事項/想定される用途

移動リ ス ト アを実行する前に、 この操作に関する以下の既知の制限事項と想定される用途のリ ス ト を確認する必
要があり ます。

重要 ： リ ス ト アではデータベース全体の名称変更のみを行います。 個別のテーブルの名称を変更し よ う と
する と エラー ・ メ ッ セージが表示されます。
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• 有効な リ ス ト ア ・ シーケンスには、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プ、 および個々のデータベース/テーブ

ル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プを含める こ とができます。

• リ ス ト ア先イ ンス タ ンスに適用できるのは、 増分または差分バッ クア ッ プから リ ス ト ア されたバイナ リ ・
ログのみです。 つま り、 ソース ・ イ ンス タ ンスの現在のバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア先イ ンス タ ンスに適
用する こ とはできません。

前提条件
このタ イプのリ ス ト アを設定し て実行するには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• 既存のマシン と ターゲッ ト ・ マシンのイ ンス ト ール構成を同一にする ： MySQLに関し て、 両方のマシン

が以下のよ う に設定されている必要があり ます。

▪ 同じオペレーテ ィ ング ・ システムがイ ンス ト ールされている こ と

▪ 同じバージ ョ ンのMySQLがイ ンス ト ールされている こ と

• Plug-in for MySQLで新しいターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスで構成 ： 新しいMySQLイ ンス タ ンスを追加する

には、 「プ ラグイ ンの設定」 で説明し た手順を正し く 実行する必要があ り ます （ターゲ ッ ト ・ イ ンス タ ン
スを ［NetVault Backup選択］ ページの ［Plug-in for MySQL］ ノ ー ドの下で表示し てアクセス可能にし

ます）。

リ ス ト アの設定と開始
前提条件が満た された状態で、 以下の手順に従ってこの形式の移動リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを設定し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

バッ クア ッ プ対象だった個別のMySQL イ ンス タ ンスを表示し て、 選択ツ リーから目的のデータ ・ アイテ

ムを探し、 それら を選択し ます。

7 利用可能なデータベースを選択し たら ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 ［リ ス ト ア先］
タ ブを選択し ます。

8 ［リ ス ト ア先詳細］ セクシ ョ ンで、 以下の情報を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： ターゲッ ト MySQLイ ンス タ ンスにアクセスするためのログイ ン ・ アカウン ト を入

力し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： ログイ ン ・ アカウン ト に関するパスワー ド を入力し ます。

▪ ［イ ンス タ ンス名］ ： NetVault Backupの構成時の設定に基づいて、 新しいMySQLターゲッ ト ・ イ ン

ス タ ンスのNetVault Backup名前を入力し ます。 この名前は ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの

［MySQLイ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド でイ ンス タ ンスに設定し た値です （詳し く は、 「プ ラグイ ン

の設定」 を参照し て く だ さい）。
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9 必要に応じ て、 ［リ カバリ時］ タ ブで使用可能なその他のオプシ ョ ンを設定できますが、

この形式のリ ス ト アを実行するために必ずし も必要ではあ り ません。 詳細は、 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの
設定」 を参照し て く だ さい。

10 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

11 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

12 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

13 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

14 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

異なるMySQLサーバーへのリ ス ト ア
プ ラグイ ンでデータベースまたは個々のテーブルを同じMySQLサーバー上の別のMySQLイ ンス タ ンスに リ ス ト

アできるのと同様に、 リ ス ト ア ・ プロセス中に別のMySQLサーバーを ターゲッ ト にする こ とができます。 この

オプシ ョ ンは、 災害復旧オペレーシ ョ ンで使用されます。

図2. この形式の移動リ ス ト アのデータ ・ パス例

このプロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

重要 ： ターゲッ ト OSのフ ァ イル名と し てサポー ト されていない特殊文字を使用し ないよ う注意し

て く だ さい。 た と えば、 Windowsでは/、 \、 *、 @などの文字は使用できません。 これは、

Plug-in for MySQLがデータ を一時的にリ ス ト アするために、 ［ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル］ と同じ名前の

フ ォルダを作成し よ う とするからです。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。
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既知の制限事項/想定される用途

リ ス ト アを別のMySQLサーバーに移動する前に、 このオペレーシ ョ ンに関する以下の既知の制限事項と想定さ

れる用途のリ ス ト を確認する必要があり ます。

• 有効な リ ス ト ア ・ シーケンスには、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プ、 および個々のデータベース/テーブ

ル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プを含める こ とができます。

• リ ス ト ア先イ ンス タ ンスに適用できるのは、 増分または差分バッ クア ッ プから リ ス ト ア されたバイナ リ ・
ログのみです （ソース ・ イ ンス タ ンスの現在のバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア先のMySQLイ ンス タ ンスに適

用する こ とはできません）。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール/設定の前提条件

このタ イプのリ ス ト アを設定し て実行するには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• 既存のマシン と ターゲッ ト ・ マシンのイ ンス ト ール構成を同一にする ： MySQLに関し て、 両方のマシン

が以下のよ う に設定されている必要があり ます。

▪ 同じオペレーテ ィ ング ・ システムがイ ンス ト ールされている こ と

▪ 同じバージ ョ ンのMySQLがイ ンス ト ールされている こ と

▪ イ ンス ト ールとベース ・ デ ィ レ ク ト リが同一である こ と

▪ MySQLデータ ・ デ ィ レ ク ト リが同一である こ と

• NetVault Backupソ フ ト ウ ェ アおよびPlug-in for MySQLをすべてのク ラ イアン ト にイ ンス ト ールする ：

NetVault Backup （ク ラ イアン ト またはサーバー ・ バージ ョ ン） およびプラグイ ンを、 このプロセスで使

用する両方のク ラ イアン ト ・ マシン （既存のMySQLマシン と新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト ） にイ ンス

ト ールし、 設定する必要があり ます。

• すべてのク ラ イアン ト ・ マシンをNetVault Backupサーバーに追加する ： すべてのソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ンス

ト ール条件を満た し た上で、 NetVault BackupWebUIを使用し て、 ターゲッ ト のNetVault Backupク ラ イア

ン ト ・ マシン （既存のMySQLマシンおよび新しいリ ス ト ア ・ ターゲッ ト ） をNetVault Backupサーバーに

追加する必要があり ます。

• 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト にMySQLイ ンス タ ンスが必ず存在する ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト に

MySQLイ ンス タ ンスが存在し ている必要があ り ます。 このイ ンス タ ンスが移動リ ス ト アのターゲッ ト と

な り ます。 このイ ンス タ ンスはMySQLで正し く 設定および構成される と と もに、 新しい リ ス ト ア ・ ター

ゲッ ト でプ ラグイ ンのイ ンス ト ールに追加されている必要があ り ます （「プ ラグイ ンの設定」 で説明し た
手順に従います）。

リ ス ト アの実行
すべての前提条件を満た し たら、 以下の手順に従って、 MySQLのバッ クア ッ プを別のマシンに リ ス ト ア し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

重要 ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲ ッ ト のイ ンス タ ンスの ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから、 以下の
値を メ モ し ておきます。 ユーザ名、 パスワー ド およびイ ンス タ ンス名 
 
移動リ ス ト アの設定中、 プ ラグイ ンで ターゲッ ト MySQLイ ンス タ ンスへの適切なアクセスを得られ

るよ う、 これらの値を ［オプシ ョ ン］ タ ブ内のフ ィ ールド に入力する必要があ り ます。
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4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

バッ クア ッ プ対象だった個別のMySQL イ ンス タ ンスを表示し て、 選択ツ リーから目的のデータ ・ アイテ

ムを探し、 それら を選択し ます。

7 利用可能なデータベースを選択し たら ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 ［リ ス ト ア先］
タ ブを選択し ます。

8 ［リ ス ト ア先詳細］ セクシ ョ ンで、 以下の情報を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト のターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスに設定し たユーザー名
を入力し ます （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［ユーザー名］ フ ィ ールド で設定し た名前）。

▪ ［パスワー ド］ ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト のターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスに設定し たパスワー ド
を入力し ます （［設定］ ウ ィ ン ド ウの ［パスワー ド］ フ ィ ールド で設定し たパスワー ド）。

▪ ［イ ンス タ ンス名］ ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト のMySQLイ ンス タ ンスのNetVault Backup名を入

力し ます （［設定］ ウ ィ ン ド ウの ［MySQLイ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド でイ ンス タ ンスに設定し

た値）。

9 必要に応じ て、 ［リ カバリ時］ タ ブで使用可能なその他のオプシ ョ ンを設定できますが、

この形式のリ ス ト アを実行するために必ずし も必要ではあ り ません。 詳細は、 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの
設定」 を参照し て く だ さい。

10 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

11 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linuxの場合、 名前は最大で200文字です。 Windowsの場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべての

プ ラ ッ ト フ ォームで、 40文字以内にする こ と をお勧めし ます。

12 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

13 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

14 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

重要 ： ターゲッ ト OSのフ ァ イル名と し てサポー ト されていない特殊文字を使用し ないよ う注意し

て く だ さい。 た と えば、 Windowsでは/、 \、 *、 @などの文字は使用できません。 これは、

Plug-in for MySQLがデータ を一時的にリ ス ト アするために、 ［ジ ョ ブ ・ タ イ ト ル］ と同じ名前の

フ ォルダを作成し よ う とするからです。

ヒ ン ト ： ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスから適切なク
ラ イアン ト を検索、 選択する こ と もできます。
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6

MySQLレプ リ ケーシ ョ ンの使用

• MySQLレプ リ ケーシ ョ ン環境でのプラグイ ン使用 ： 概要

• レプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト の有効化

• レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのバッ クア ッ プ

• レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのリ ス ト ア

MySQLレプ リ ケーシ ョ ン環境でのプ ラグ

イ ン使用 ： 概要
レプ リ ケーシ ョ ンを使用する と きは、 複製されたテーブルに対するすべての更新をマス タ ・ サーバーで実行する
必要があり ます。 これを行わない場合は、 ユーザーがマス タ上のテーブルに対し て行った更新と、 スレーブ上の
テーブルに対し て行った更新との間に矛盾が生じ ないよ う常に注意する必要があ り ます。

レプ リ ケーシ ョ ンによ り、 堅牢性、 速度、 およびシステム管理上の利点がもたら されます。

• マス タおよびスレーブ設定によ り、 堅牢性が向上し ます。 マス タ で問題が発生し た場合、 バッ クア ッ プ
と し て機能し ているスレーブに切り替える こ とができます。

• ク ラ イアン ト ・ クエ リの処理負荷をマス タ ・ サーバーと スレーブ ・ サーバーに分散する こ とによ り、 ク
ラ イアン ト への応答時間を短縮できます。 SELECTクエ リ をスレーブに送信し、 マス タのクエ リ処理負荷

を軽減する こ と もできます。 ただ し、 マス タ と スレーブが同期から外れないよ う にするために、 データ
を変更するステー ト メ ン ト については、 マス タに送信する必要があ り ます。 このロー ド ・ バラ ンス戦略
は、 更新以外のクエ リが中心と なる場合に効果的ですが、 実際はこれが標準的なケースです。

• レプ リ ケーシ ョ ンのも う1つの利点は、 マス タに負荷をかける こ と な く 、 スレーブ ・ サーバーを使用し て

データベース ・ バッ クア ッ プを実行できる こ と です。 バッ クア ッ プ中も、 マス タは継続し て更新を処理
し ます。

Plug-in for MySQL は、 単一のマス タ ・ レプ リ ケーシ ョ ン環境のバッ クア ッ プ と リ カバリ に対応し ています。

レプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト の有効化
レプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト は、 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを使って有効にし ます。 このダイアログ ・ ボ ッ
クスへのアクセスについて詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

• ［MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを可能にする］ ： このイ ンス タ ンスに対し てネイテ ィ ブのMySQLレプ リ ケー

シ ョ ンを有効化するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを有効化し たイ ンス タ ンスをスレーブ ・ イ

ンス タ ンス と し て設定する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［マス タ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを有効化し たイ ンス タ ンスをマス タ ・ イ ンス

タ ンス と し て設定する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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• ［特定時点リ カバリ を可能にする］ ： 特定時点バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを有効化し た場合、 この
チ ェ ッ ク･ボ ッ クスを選択し ます。

• ［バイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［特定時点リ カバリ を可能にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択
し た場合、 このフ ィ ールド を使用し てバイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを指定
し ます。

• ［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ を設定中の場合、 このフ ィ ールド を
利用し て リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを入力し、 バッ クア ッ プに含めます。

レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのバッ ク
ア ッ プ
MySQLレプ リ ケーシ ョ ン環境のバッ クア ッ プは、 以下の制限付きでサポー ト されます。

• スレーブ ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー ： サポー ト されるバッ クア ッ プ ・ タ イプは以下のとお り です。

▪ フル

▪ 増分

▪ 差分

▪ 個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみ

• マス ター ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー ： サポー ト されるバッ クア ッ プ ・ タ イプは以下のとお り です。

▪ 個々のデータベース/テーブル ・ コ ピーのみ

スレーブ ・ サーバーで増分および差分バッ クア ッ プを実行するには、 MySQLで--log-slave-updatesオプシ ョ ン

を有効にする必要があり ます。 このオプシ ョ ンは、 スレーブのSQLスレ ッ ド によ って実行された更新をそれ自体

のバイナリ ・ ログに記録するよ う スレーブに指示する ものです。 このオプシ ョ ンを動作させるには、 「--log-bin」

オプシ ョ ンを使用し てスレーブ も起動し、 バイナリ ・ ログを有効にする必要があ り ます。 通常、 このオプシ ョ ン
はレプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーを連結するために使用されますが、 バイナ リ ・ ログ ・ バッ クア ッ プに対し て使用
する と、 マス タ ・ サーバー上のバイナリ ・ ログをスレーブへの適用前にパージする といった面倒なオペレーシ ョ
ンを行わな く ても、 レプ リ ケーシ ョ ン環境でPITリ カバリが可能にな り ます。

レプ リ ケーシ ョ ン設定のバッ クア ッ プ
［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ オプシ ョ ンを使用する こ とによ り、 リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ
イルへのフル ・ パスを指定し、 バッ クア ッ プに含める こ とができます。 デフ ォル ト では、 ステータ ス ・ フ ァ イル
master.infoおよびrelay-log.infoは、 同一の場所に配置されています。 ［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ オ

プシ ョ ンを使用し、 デフ ォル ト のフ ァ イル名および位置を指定し た場合、 これらのフ ァ イルすべてがバッ クア ッ
プ され、 プ ラグイ ンによ り自動的にスレーブ ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーに リ ス ト ア されます。

レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのリ ス ト ア
MySQLレプ リ ケーシ ョ ン ・ スレーブ ・ イ ンス タ ンスのフル、 増分および差分バッ クア ッ プを使用し て、 MySQL
レプ リ ケーシ ョ ン ・ マス タ ・ イ ンス タ ンスの災害復旧を実行する こ とができます。 マス タのリ ス ト ア後、 同じ
バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を使用し て各スレーブ ・ イ ンス タ ンスをマス タ ・ イ ンス タ ンス と同レベルに リ ス ト ア し
て、 レプ リ ケーシ ョ ンを再開し た り、 『MySQL Reference Guide』 で説明されているその他の初期化方法でス

レーブを再度初期化する こ とができます。

マス タおよびスレーブ双方の個々のデータベース/テーブル ・ バッ クア ッ プを使用し て、 個々のデータベース/
テーブルをマス タにリ ス ト アする こ とができます。 スレーブ上の個々のテーブルまたはデータベースを再同期す
る場合、 Questではスレーブに リ ス ト ア し てからスレーブ と マス タ を同期するよ う配慮するのではな く 、 MySQL
のレプ リ ケーシ ョ ン ・ プロセスを利用し て再同期する こ と をお勧めし ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

MySQLレプ リ ケーシ ョ ンの使用
75



7

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境での
プ ラグイ ンの使用

• MySQLサーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング ： 概要

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの設定

• データのバッ クア ッ プ

• データのリ ス ト ア

MySQLサーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク

ラス タ リ ング ： 概要
MySQLフ ェ イルオーバ ・ ク ラス タ リ ング （アク テ ィ ブ/パッ シブ） は、 MySQLサーバー ・ イ ンス タ ンス全体の高

可用性を確保する こ と を目的に設計されています。 た と えば、 フ ェ イルオーバ ・ ク ラス タの1つのノ ー ド で、

ハー ド ウ ェ ア障害またはオペレーテ ィ ング ・ システム障害が発生し た場合、 あるいは計画されたア ッ プグレー ド
を行う際に、 ク ラス タ内の別のノ ー ド にフ ェ イルオーバするよ う MySQLサーバー ・ イ ンス タ ンスを設定できま

す。

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タは、 1つ以上のノ ー ド （ホス ト ） と1つ以上の共有デ ィ スクで構成されます。 IPア ド

レス、 共有ス ト レージ、 およびアプ リ ケーシ ョ ン （この場合、 MySQL） などのノ ー ド によ ってホステ ィ ングさ

れる さ まざまな リ ソースを組み合わせてク ラス タ ・ サービス と呼ばれるグループを構成し ます。 ネ ッ ト ワーク上
では、 仮想サービスはアプ リ ケーシ ョ ンを実行中の単一のコ ンピ ュータ と し て認識されますが、 現在のノ ー ドが
使用不可になった場合はノ ー ド間でのフ ェ イルオーバーが可能です。

Plug-in for MySQL は、 MySQL Serverのフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングに対応し ています。 プラグイ ンは

フ ェ イルオーバ ・ ク ラス タ ・ ネ ッ ト ワーク名によ って、 MySQLサーバー ・ ク ラス タ ・ サービスを管理し ている

現在のノ ー ド を特定し、 それをバッ クア ッ プ対象とする こ とができます。

この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンの設定と使用が、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境と従来の環境でどのよ う に異
なるかを説明し ます。 この ト ピ ッ クは、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを説明するセクシ ョ ンを

反映させるため、 以下のよ う な構成になっています。

重要な注意事項
• 以降の ト ピ ッ クで説明し ていない場合、 本プ ラグイ ンを使用し たク ラス タ ・ データのバッ クア ッ プおよ

びリ ス ト ア手順は、 従来のMySQLサーバー ・ データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順と同様です。

• 以降の ト ピ ッ クでは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境で本プ ラグイ ンを使用する場合に必要な、
MySQL固有の設定についてのみ説明し ています。 NetVault Backupのアプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラス タ ・ サ

ポー ト を使用し てMySQLサーバー以外の関連データ /フ ァ イルのバッ クア ッ プ/リ ス ト アを管理する設定手

順については説明し ていません。 このプロセスは本プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 この手順に
ついて詳し く は、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。
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• 次のセクシ ョ ンに進む前に、 『QuestNetVault Backupア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 のすべてのク ラ

ス タ関連情報を確認し、 こ こで説明する内容がMySQLサーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ機能と ど

のよ う に関連し ているかを理解し ておいて く だ さい。

プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド
本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには、 以下の ト ピ ッ クに従います。

イ ンス ト ールの前提条件
ク ラス タ環境にPlug-in for MySQLを イ ンス ト ールする前に、 以下の前提条件を満たす必要があり ます。

• MySQLフ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境を展開する ： 正し く 構成されたMySQLク ラス タ環境が必要で

す。

• NetVault Backupサーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backupサーバーと し て使用するマシンが

適切に設定されている必要があり ます。 このマシンは、 MySQLサーバー ・ ク ラス タの外部に設置し、 ク

ラス タ内のノ ー ド （ホス ト ） へのネ ッ ト ワーク接続を行う 必要があ り ます。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール
ク ラス タ環境へのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールは、 従来のイ ンス ト ール方法と同じ です。 詳し く は、 「プ ラグイ ン
のイ ンス ト ールと削除」 を参照し て く だ さい。

プラグイ ンの設定
プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド上で以下の手順を実行し ます。

1 NetVault BackupサーバーのNetVault Backup WebUIの ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ま
す。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で、 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド を開きます。

3 Plug-in for MySQLを開きます。

4 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

5 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 利用可能な設定オプシ ョ ンを設定し ます。

使用可能なオプシ ョ ンは、 「プ ラグイ ンの設定」 で説明するオプシ ョ ン と同じ です。

重要 ： この機能のサポー ト はRed Hat ClusteringおよびClustered Storage Suiteを使用するRed Hat 
Enterprise Linux （RHEL） v5.x上でテス ト され、 データベースのデータ ・ フ ァ イルおよびログを含

む共有ス ト レージ とMySQL （v5.5） 2ノ ー ド ・ ク ラス タ構成を採用し ます。 ク ラス タ リ ング機能を

異なる構成で使用する場合、 実際の運用環境に配置する前に、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト アをテス
ト し ます。

重要 ： ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド に各ク ラス タ ・ イ ンス タ ン
スを追加し ます。 イ ンス タ ンスを追加するには、 MySQLク ラス タ ・ サービス名をVIRTUAL 
SERVER NAME\INSTANCE NAMEの形式で指定し ます。
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6 その他のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成や、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ド 上で既存バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの変更が
見込まれる場合は、 以下の手順を実行し ます。

a プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド をセカ ンダ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イルオーバーし ます。

b ステ ッ プ1からステ ッ プ5を繰り返し ます。

c プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イル ・ バッ ク し ます。

7 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データのバッ クア ッ プ
［NetVault Backup選択］ ページでPlug-in for MySQLノ ー ド を開き、 バッ クア ッ プ対象にするMySQLサーバー仮

想サーバー （またはそれに含まれるアイテム） を選択し ます。

実際には、 このページに表示される イ ンス タ ンス名は、 MySQLク ラス タ化サービスです。 このノ ー ド でほかの

MySQLク ラス タ化サービスが稼動し ている場合、 これらのイ ンス タ ンスもPlug-in for MySQL ノ ー ド内に表示さ

れます。 このよ う な他のイ ンス タ ンスのデータ をバッ クア ッ プ対象と し て選択し ないよ う注意し て く だ さい。

データのリ ス ト ア
Plug-in for MySQLを使用し た リ ス ト アに使用可能なすべてのオプシ ョ ンは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境

でも使用できます。 また、 データ も同様の方法で選択し ます。 唯一の違いは、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 リ ス ト ア可能なバッ クア ッ プが、 各バッ クア ッ プ中に使用し ていたプ ラ イマ リ ・ ノ ー
ドの下に表示される点です。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始する と、 NetVault Backupはすべてのメ ンバー ・ ク ラ イア

ン ト と通信し、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ を管理し ているマシンを特定し、 このマシンを リ ス ト ア対象と し て
指定し ます。

記載されているすべてのリ ス ト ア実行手順は、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タのリ カバリ でも使用できます。 詳し
く は、 「データのリ ス ト ア」 ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ をス タ ン ド アロンの
NetVault Backupク ラ イアン ト に リ ス ト アするには、 「異なるMySQLサーバーへのリ ス ト ア」 セクシ ョ ンで説明

し ている手順に従います。

メ モ ： データのバッ クア ッ プまたはリ ス ト アを実行する際は、 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド を使用し てプロセスを
実行し ます。 ノ ー ド を展開し て階層を ド リル ・ ダウン し てい く と、 MySQLク ラス タ化サービスが表示さ

れ、 ノ ー ドがアク テ ィ ブかど うかによ って、 さ らにアイテムを ド リル ・ ダウン し て選択する こ とができま
す。 ログ情報を管理する目的で、 システムがこのイ ンス タ ンスを使用し ている可能性があるため、 このレ
ベルではいかなる処理も実行し ないで く だ さい。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。 この表に記載されていないエラーが発生
し た場合は、 NetVault BackupログからMySQLエラー番号を取得し、 MySQLのド キュ メ ンテーシ ョ ンで関連する

ト ラブルの解決手段を参照し て く だ さい。

表2. ト ラ ブルシューテ ィ ング

エラー ・ メ ッ セージ 説明

• バッ クア ッ プ ・ レ コー ドの
追加に失敗し ま し た

• バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ ク
スをデータベースに書き込
むこ とができませんで し た

これらのメ ッ セージは、 選択されたデータのバッ クア ッ プは完了し たもの
の、 NetVault Backupによ ってジ ョ ブのイ ンデッ クス情報がデータベース

に適切に追加されなかったこ と を示し ます。 このイ ンデッ クス情報が追加
されていないと、 データは正し く リ ス ト ア されません。

方法1 ：

NetVault BackupWebUIの ［デバイス管理］ ページに移動し て、 ジ ョ ブが

対象とする メ デ ィ アのスキャ ンを実行し ます。 NetVault Backupでは、

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのイ ンデッ クス情報はNetVaultデータベース とバッ

クア ッ プ対象メ デ ィ アの双方に保存されます。 このスキャ ンを実行する こ
と で、 イ ンデッ クス情報が、 NetVaultデータベースに書き込まれます。 情

報が追加されたこ と を確認するには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブ

セ ッ ト の選択］ ページを開いて対象のジ ョ ブを見つけます。 ジ ョ ブが参照
でき、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ も設定できる場合には、 スキャ ン処理によ ってこ
の問題は解決されま し た。

方法2 ：

方法1が失敗し た場合は、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを再実行し ます。

バッ クア ッ プがレプ リ ケーシ ョ
ン ・ エラーを伴って失敗し ま し た。

「レプ リ ケーシ ョ ン ・ スレーブ ・ サーバーの開始に失敗し ま し た」 などの
メ ッ セージが表示されてバッ クア ッ プが失敗する場合は、 ［MySQLレプ リ

ケーシ ョ ンを可能にする］ チ ェ ッ クボ ッ クスは選択し たが、 レプ リ ケー
シ ョ ンを設定し ていない可能性があり ます。 この問題を修正するには、
［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［MySQLレプ リ ケーシ ョ ンを可能にす

る］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを ク リ アするか、 レプ リ ケーシ ョ ンを設定し てか
らバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを再実行する必要があり ます。 設定の更新につい
て詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を、 レプ リ ケーシ ョ ンについて詳し く
は、 「MySQLレプ リ ケーシ ョ ンの使用」 を参照し て く ださい。

LinuxまたはUNIX環境では、 バッ

クア ッ プまたはリ ス ト ア ・ ジ ョ ブ
が失敗し、 次のエラーを発し ます。

Cannot establish connection to 
mysql server.Connection open fails 
with error “Can't connect to local 
MySQL server through socket 
‘/tmp/mysql.sock’ (2)”

ジ ョ ブがデフ ォル ト の場所 「/tmp/mysql.sock」 にアクセス し てMySQL 
Serverのソケ ッ ト ・ フ ァ イルの検索を試行し ていますが、 フ ァ イルが別の

場所にあり ます。 「/var/lib/mysql/mysql.sock」 または

「/opt/mysql/mysql.sock」、 あるいは別の場所にある可能性があり ます。 こ

の問題を解決するには、 次のコマン ド を使用し てシンボリ ッ ク ・ リ ン ク を
作成する と、 ジ ョ ブがソケ ッ ト ・ フ ァ イルにアクセスできるよ う にな り ま
す。

ln -s <existingFile> <symbolicLinkFile>

パスおよびフ ァ イル名の更新については、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し
て く だ さい。



弊社について
弊社の社名は単なる名前ではあ り ません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探し ています。 そのために、 IT管理にかかる時間

を節約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを コ ミ ュニ
テ ィ 主導で構築し ています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウ ド の早期利用を支援し、 データ を活用し たビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ 、 アクセシビ リ テ ィ を提供し ます。 Questは、 革新の一

環と し てお客様をグローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力し ながら、 お
客様の現状に実際にイ ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができる ソ リ ューシ ョ ンを提供し続けていま
す。 弊社は新しいソ フ ト ウ ェ ア会社へと変革する こ と で現状に挑戦し ています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと
し て、 お客様主体でお客様に適し た情報技術を設計できるよ う に精力的に努力し ています。 これは弊社の使命で
あり、 お客様と一緒に取り組みます。 新しいQuestへよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世界

への参加） に招待されま し た。

弊社のブラ ン ド、 弊社のビジ ョ ン。 お客
様と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q自体の中にあ

る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しいQuestに加わる必要がある こ と

を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 www.quest.com/jp-jaを参照し て く ださい。
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テ クニカル ・ サポー ト 用リ ソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Questの有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Questサポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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